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８月１日現在

人 の う ご き
      

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

　８月４日、池田湖水フェスティバルが行われ、小・
中学生ら約70人が参加しました。講演会や水質調査
など、池田湖を取り巻く水環境についての学習会や
バナナボート体験をしました。また、グループごと
に竹でいかだを組み、競争するなど、遊びながら故
郷の自然と環境の大切さを学びました。

水 環境の大切さを学ぶ
池田湖水フェスティバルが開催

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
９月１日～２日	 ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　３日～９日	 ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　 10日～16日	 ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　 17日～23日	 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）
　　 24日～30日	 ㈱川路建設　 ☎㉖2077
　　　　　　 （夜・休☎080-5240-2077）
10月１日～７日	 ㈲吉元水道　 ☎㉒2424
　　　　　　 （夜・休☎090-8835-2223）

山川地域
９月１日～15日	 西設備　　　 ☎㉞1176
　　16日～30日	 ㈲東水道工務店☎㉟2447
10月	 	 永吉建設㈱　 ☎㉞1176

開聞地域
９月	 	 ㈲中村組　　 ☎㉜2228
10月	 	 永吉建設㈱　 ☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についても、できる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

３期

口 座 振 替 日 ９月25日(火)

納付書での納期限 10月１日(月)

総人口　43,697 人　 （−   9）
　男　　19,902 人　 （＋   8）
　女　　23,795 人　 （−  17）
世帯数　19,203 戸　 （＋   2）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）	

【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

項目 薬局名 電話番号月日
９月２日
（日）

指宿薬剤師会薬局
まどか薬局

☎㉒6343
☎㉟2120

９月９日
（日）

指宿市民薬局
イブスキ薬局

☎㉖4189
☎㉔4516

９月16日
（日） ゆのさと薬局 ☎㉒6771

９月17日
（月） わたせ薬局 ☎㉒4798

９月22日
（土）

なのはな薬局
かいもんトミタ薬局

☎㉔1111
☎㉜5234

９月23日
（日）

チェリー調剤薬局
三愛調剤薬局

☎㉔3705
☎㉔4715

９月30日
（日） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689

10月７日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

10月８日
（月） イブスキ薬局 ☎㉔4516

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
９月２日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】大重内科

☎㉒2231
☎㉞1003

９月９日
（日）

【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】肥後病院(※)

☎㉓3940
☎㉒4148

９月16日
（日）

【外科】長野整形外科クリニック
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉓3291
☎㉔2011

９月17日
（月）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒2710
☎㉒3295

９月22日
（土）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】宮薗病院(※)

☎㉗1177
☎㉜2001

９月23日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】指宿さがら病院

☎㉒3059
☎㉒3079

９月30日
（日）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉔5131
☎㉟0101

10月７日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】指宿おおしげ内科（※）

☎㉒2231
☎㉓0788

10月８日
（月）

【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】伊藤記念病院

☎㉓3940
☎㉔4466
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浜田直知さん（神方上）
　４年前の北京オリンピック４位から、今回、銀メダ
ルということで、日本中に感動を与えてくれて本当に
感謝しています。地元の同級生として誇りに思います。
これからも福元選手を応援していきたいです。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
日
本
女
子
サ
ッ
カ

ー
） 

が
激
戦
の
末
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
の

銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
「
な
で

し
こ
」
の
守
護
神
と
し
て
、
前
回
の
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
２
大
会
連
続
出
場

を
果
た
し
た
福
元
美
穂
選
手
。

　

福
元
選
手
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
含
む
６

試
合
中
５
試
合
に
出
場
。
正
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
と
し
て
好
セ
ー
ブ
を
連
発
し
、
佐
々

木
監
督
に
「
小
さ
な
福
元
が
神
様
に
見
え

た
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
ア
メ
リ
カ
と
の
決
勝
戦
で

は
、
成
川
区
民
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
市
民

や
友
人
ら
が
集
ま
り
、
テ
レ
ビ
中
継
を
見

守
り
ま
し
た
。
友
人
ら
は
福
元
選
手
が
ピ

ン
チ
の
場
面
に
な
る
と
、「
福
元
」
コ
ー
ル

で
後
押
し
を
し
、
好
セ
ー
ブ
を
見
せ
る
と

拍
手
で
称
賛
を
送
り
ま
し
た
。
試
合
は
、

ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
に
対
し
惜
し
く
も
１

−

２
で
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
価
値
あ
る
銀

メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
福
元
選
手
の
父
・
幸
雄
さ
ん

は
、
涙
を
手
で
拭ぬ

ぐ

う
と
、
拍
手
を
送
り
「
お

疲
れ
さ
ま
」
と
娘
の
活
躍
を
称た

た

え
ま
し
た
。

　

福
元
選
手
の
活
躍
は
、
指
宿
は
も
ち
ろ

ん
、
日
本
中
に
夢
と
希
望
、
そ
し
て
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
高
の
舞
台
で
最
高
の
プ
レ
ー
　
強
豪
ア
メ
リ
カ
に
惜
敗

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得

（
前
原
上
出
身
）

おめでとう福元美穂選手
感動をありがとう

大
舞
台
で
価
値
あ
る
銀

銀銀

大川朋恵さん
　　　　　　（永田）
　すごく感動しました。
同じ集落だったのでと
ても身近だった美穂ち
ゃんをずっと応援して
いました。前回、ワー
ルドカップには出場で
きなかったけど、ロン
ドンオリンピックに出場できて本当に感動しまし
た。勇気をもらえました。本当にありがとう！こ
れからも、頑張ってほしいです。

　市は、福元美穂選手に、
指宿市民栄誉賞を授賞する
ことを決定しました。
　授賞式は福元選手の帰郷
に合わせて行われます。
　福元選手は、2008年の北
京オリンピック出場時に続
き２回目の授賞になります。

銀メダル獲得を報告する福元美穂選手（左）と宮間あや選手【写真協力 :美作市】

写し出される姿にエールを送る

まさかの失点に嘆く会場

待望のゴールに沸き上がる応援団

娘の勇姿に涙する父・幸雄さん

たくさんの応援メッセージ

今がチャンスだー

試合から目が離せない

最後まで頑張れ

浜田さん（最前列左端）と同級生ら

福
元
美
穂
選
手

指宿市民栄誉賞を授賞
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長寿番付表
８月24日現在（敬称略）

横綱
大関
関脇
小結

前頭筆頭
前頭二枚目
前頭三枚目
前頭四枚目
前頭五枚目
前頭六枚目
前頭七枚目
前頭八枚目
前頭九枚目
前頭十枚目
前頭十一枚目
前頭十二枚目
前頭十三枚目
前頭十四枚目
前頭十五枚目
前頭十六枚目
前頭十七枚目
前頭十八枚目

番付 西東
前薗上
薩摩富士荘 
玉利
南迫田
南迫田
仮屋
大園原
徳光
徳光苑
大牟礼西
今村
玉井
町３区西
中
徳光苑
摺ヶ浜中
上東
後馬場
尾下
宮
湊北
上野東

有村　ミ子（105・女）
上瀬　シヲ（103・女）
田畑　　文（103・女）
當時久保ヨシ（102・女）
井上ミチエ（102・女）
今井　エダ（102・女）
坂元ミサヱ（101・女）
德留　ユキ（101・女）
南　　トエ（101・女）
上玉利フチエ（101・女）
　鍵シツエ（101・女）
東　　琴聲（100・女）
岩本　チエ（100・女）
東　　ミサ（100・女）
内村スエキク（100・女）
田川　ミツ（100・女）
福村スミエ（100・女）
北﨑　ユミ（100・女）
豊留アサノ（100・女）
上原キクノ（100・女）
池堂フヂヱ（100・女）
上曽山藤藏（100・男）

下吹越
前原下
北十町
大当
西開聞
薩摩富士荘
東
大牟礼中
天神下
大牟礼東
下吉
町4区東
宮ヶ浜
町2区東
川口
浜西
鰻
宮
高野原
川尻中
大牟礼西
道下上

平成24年度

※希望者のみ掲載しています。

谷迫　イセ（105・女）
中村シツカ（103・女）
下西之園キク（103・女）
南　　ヨシ（103・女）
野元　スエ（102・女）
　﨑　スミ（102・女）
德留　ミ子（101・女）
迫田オキミ（101・女）
米滿キクエ（101・女）
池堂キミヱ（101・女）
中村タケマツ（101・女）
京田　ノエ（101・女）
立山　久江（100・女）
和田迫ツル（100・女）
前田　フミ（100・女）
鰺坂タツ子（100・女）
西村　ミヱ（100・女）
山下サミエ（100・女）
田口　ケサ（100・女）
畠久保テル（100・女）
肥後シツエ（100・女）
坂上ハルキク（100・女）

長
寿
の

輝
き

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た

　
　
　
　

老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う

　「敬老の日」の由来は、昭
和22年に兵庫県野間谷村（現
在は多可町）で始まった「と
しよりの日」です。「としより
の日」は、老人を大切にし、
高齢者の知恵を借りて村づく
りをしようと、気候のよい９
月15日に定められました。
　昭和25年には兵庫県全体で
９月15日を「としよりの日」
にしようとする県民運動が開
始されました。翌年には、全
国社会福祉協議会が全国運動
を提唱し、９月15日から21日
までの１週間を運動週間とし
て、全国でさまざまな活動が
推進されました。
　その後、「としよりの日」は
「老人の日」に改称され、昭
和41年には国民の祝日「敬老
の日」へと発展しました。平
成13年には老人福祉法が改正
され、平成14年からは９月15
日を「老人の日」、21日までの
１週間を「老人週間」と定め
ました。そして、「国民の祝日
に関する法律」の改正により、
平成15年から、９月の第３月
曜日が「敬老の日」となり、
現在に至っています。
　「敬老の日」は、諸外国に
はない日本独特の祝日です。

敬老の日
家
族
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が

　
　
　
　
　  

一
番
の
楽
し
み

　

市
で
は
、
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
本
市
在
住
の
高
齢
者
に
対
し
、
長
寿

を
祝
福
し
、
敬
愛
の
意
を
表
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
と
金
額

　

平
成
24
年
９
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住

所
を
有
す
る
高
齢
者
の
う
ち
、
満
年
齢
で

次
の
表
に
該
当
す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
満
１
０
０
歳
に
達
し
た
人
に
は
、
誕
生

日
に
訪
問
し
、
特
別
敬
老
祝
金
（
10
万

円
）
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
方
法

対
象
者
に
文
書
で
通
知
し
、
９
月
17
日

の
敬
老
の
日
ま
で
に
支
給
し
ま
す
。

※
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
も
記
念
品
を

支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３
（
内
線
１
１
６
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

敬
老
の
日
特
集

　

９
月
17
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

　

８
月
１
日
現
在
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
90
歳

以
上
の
人
は
９
５
２
人
、
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
43
人
い
ま
す
。

　

長
い
人
生
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
来
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
。

ご
長
寿
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。

敬
老
祝
金
の
支
給

対象者 金　額

満80歳
5,000円

満85歳

満88歳

10,000円
満90歳

満95歳

満99歳

満105歳 50,000円

対象者と金額

坂
上
ハ
ル
キ
ク 

さ
ん
（
１
０
０
歳
）

　
　
　
　
　

上
野
東

　

坂
上
ハ
ル
キ
ク
さ
ん
は
、
上
野
東
の
自

宅
で
暮
ら
す
、
大
正
元
年
８
月
４
日
生
ま

れ
の
１
０
０
歳
。
農
業
を
営
み
な
が
ら
４

人
の
子
を
育
て
ら
れ
、
現
在
は
、
隣
に
住

む
子
ど
も
夫
婦
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
元
気

に
生
活
し
て
い
ま
す
。
長
生
き
を
さ
れ
て

い
る
坂
上
さ
ん
に
、
長
寿
の
秘
け
つ
や
思

い
出
な
ど
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

　

「
夫
と
一
緒
に
葉
タ
バ
コ
を
作
っ
て
い

た
こ
ろ
は
、
今
み
た
い
に
機
械
で
は
な
く
、

す
べ
て
手
作
業
で
し
た
。
大
変
で
し
た
が
、

い
い
葉
タ
バ
コ
が
で
き
る
と
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
県
で
賞
を
取
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
が
一
番
の
楽
し

み
で
し
た
。
今
は
、
子
ど
も
や
孫
、
ひ
孫

た
ち
が
集
ま
っ
て
、
家
族
だ
ん
ら
ん
を
す

る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

　

今
、
こ
う
し
て
元
気
で
い
ら
れ
る
の
は
、

野
菜
を
よ
く
食
べ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
サ
バ
や
ア
ジ
な
ど
の
焼
き

魚
も
大
好
き
。
今
で
も
台
所
に
立
っ
て
煮

し
め
を
作
り
ま
す
。
最
近
は
、
足
の
痛
み

で
外
に
出
る
こ
と
も
減
り
ま
し
た
が
、
今

で
も
飼
っ
て
い
る
牛
に
草
を
与
え
て
い
ま

す
。
牛
も
、
家
族
の
一
員
で
す
。
み
ん
な

が
元
気
で
い
る
こ
と
が
一
番
」
と
家
族
思

い
で
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
な
坂
上
さ
ん
。

と
て
も
１
０
０
歳
と
は
思
え
な
い
元
気
さ

で
す
。
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。

敬老の日特集
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敬老の日特集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

に
経
験
や
能
力
を
生
か
せ
る
仕
事
を
提
供

し
、
自
ら
の
健
康
維
持
と
生
き
が
い
づ
く

り
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
登
録
会
員
数

は
２
２
５
人
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

草
刈
り
や
庭
木
の
せ
ん
定
、
農
作
業
、
屋

内
外
の
清
掃
、
大
工
、
左
官
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

会
員
登
録
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
は
、

今
年
５
月
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
事
務
所
は
、
国
立
病
院
機
構
指
宿
病

院
近
く
に
あ
る
旧
指
宿
広
域
市
町
村
圏

組
合
事
務
所
内
に
あ
り
ま
す
。

床の張り替え

チラシ配付
あて名書き 洗たく

留守番・家事全般の
お手伝い・話相手
留守番・家事全般の
お手伝い・話相手

雨どいの掃除
（１階のみ）

植木の手入れ
（せん定）

障子の
張り替え

水回りの掃除水回りの掃除

板塀造り・
ペンキ塗り
（大工）

棚作り

パソコンでの
原稿づくり　草取り・芝刈り

（手作業と機械刈り）

ブロック積み
（左官）

花壇作り

水やり

波板の
張り替え

倉庫・物品庫等
の片付け
倉庫・物品庫等
の片付け

買い物

畑作業

網戸の張り替え

食事の支度

庭掃除
賞状書き・命名書

子守り・育児の
お手伝い

窓ふき

家具などの移動
（同じフロアのみ）
家具などの移動

（同じフロアのみ）

家庭内外の掃除
（年末の大掃除等）

お気軽にご相談ください
こんな仕事を引き受けています

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

○
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
旧
指
宿

広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
所
内
）

　

☎
㉓
５
１
３
０

会
員
の
声

せ
ん
定
作
業

　今年で11年目になります。病気もせずに元気
に働けるのは、シルバー人材センターのおかげ
と感謝しています。

芝
刈
り
作
業

　４月に入会しました。元気なうちは自分らし
く、仕事や趣味に何でもチャレンジし、楽しく
有意義に過ごしたいと思います。

西冨　肇さん（大渡）

シルバー人材センター

　定年退職後も引き続き何らかの仕事を続けることで社会とのつながりを
持ち、自分らしい生き生きとした時間を過ごしたいと考える高齢者が増え
ています。
　シルバー人材センターは、福祉活動の増進に資するとともに、活力ある
地域社会づくりを目的に設立・運営されている公益法人です。

中里　邦盛さん（中浜）

高齢者の豊かな経験・知識・技能を
ぜひ活用してください

訪
問
理
容
・
美
容
助
成
事
業

　

自
宅
で
寝
た
き
り
の
65
歳
以
上
の
人
が
、

理
容
・
美
容
業
者
の
出
張
訪
問
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
合
に
、
理
容
料
や
美
容
料
の

助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
家

族
な
ど
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

■
助
成
額　

出
張
訪
問
サ
ー
ビ
ス
１
回
に

つ
き
、
２
，０
０
０
円
を
上
限
と
し
た
２

分
の
１
の
額
（
年
４
枚
ま
で
。
た
だ
し
、

枚
数
は
申
請
月
で
異
な
り
ま
す
。）

■
手
続
き　

印
鑑
、
介
護
保
険
証
が
必
要

紙
お
む
つ
等
支
給
事
業

　

在
宅
で
、
要
介
護
３
以
上
と
認
定
さ
れ

た
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人
に
、

１
カ
月
３
，０
０
０
円
、
ま
た
、
要
介
護
４

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
１
カ

月
６
，０
０
０
円
を
限
度
に
紙
お
む
つ
等
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
額　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
限
度

額
内
の
１
割

■
手
続
き　

印
鑑
、
介
護
保
険
証
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
等
が
必
要

砂
む
し
温
泉
無
料
入
浴
（
砂
楽
）

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

年
間
24
回
を
限
度
と
し
て
砂
む
し
会
館「
砂

楽
」
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
入
浴
料　

無
料
（
た
だ
し
、
貸
し
浴
衣

代
、
タ
オ
ル
代
が
各
１
０
０
円
必
要
）

■
手
続
き　

印
鑑
、
保
険
証
ま
た
は
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
参
し
、
砂
楽
（
☎
㉓

３
９
０
０
）
で
申
請

　

こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

人
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
、
ヘ
ル
シ

ー
ラ
ン
ド
と
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
い
も

ん
の
温
泉
入
浴
助
成
（
１
回
２
０
０
円
・

年
48
回
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
手
続
き　

免
許
証
等
の
身
分
証
明
（
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
は
そ
の
手
帳
）

を
持
参
し
、
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
・
内
線
２
８
４
）
ま

た
は
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健

康
福
祉
係
で
申
請

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス

　

食
の
確
保
と
自
立
支
援
を
推
進
す
る
た

め
、
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
訪
問
給
食
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
決
定
は
、
面
接
調
査
を
行
い
総
合

的
に
判
断
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
（
12
月
31
日
か
ら
翌
年
１
月

３
日
）
を
除
き
、
昼
食
・
夕
食
を
配
達
す

る
こ
と
で
、
併
せ
て
安
否
確
認
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■
利
用
料　

１
食
４
５
０
円
（
低
所
得
者

は
４
０
０
円
）

■
手
続
き　

印
鑑
が
必
要

緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

　

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

迅
速
で
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

緊
急
通
報
装
置
（
ご
く
簡
単
な
操
作
で
、

緊
急
事
態
を
自
動
的
に
通
報
で
き
る
装
置
）

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
額　

４
，５
０
０
円

■
手
続
き　

印
鑑
、
居
住
地
域
の
民
生
委

員
の
意
見
（
同
意
）
が
必
要

老
人
福
祉
車
購
入
費
助
成

　

歩
行
の
際
に
つ
え
等
が
必
要
な
高
齢
者

が
、
老
人
福
祉
車
（
手
押
し
車
）
を
購
入

す
る
場
合
に
、
購
入
前
の
申
請
に
よ
り
４
，

０
０
０
円
の
助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

65
歳
以
上
で
在
宅
の
人

■
手
続
き　

印
鑑
、
居
住
地
域
の
民
生
委

員
の
意
見
（
同
意
）
が
必
要

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料
助
成

　

健
康
保
持
と
保
健
の
向
上
を
図
る
た
め
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
は

り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の
施

術
助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額　

１
回
に
つ
き
８
０
０
円
（
年

間
30
枚
）

■
手
続
き　

印
鑑
、
保
険
証
等
が
必
要

ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

比
較
的
元
気
な
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
公
民
館
等
で
介
護
予
防
の

各
種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料　

５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

※
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
手
続
き　

印
鑑
を
持
参
し
、
ふ
れ
あ
い

デ
イ
事
務
局（
☎
㉗
０
８
２
２
）で
申
請

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

　
市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ｑ　

市
の
国
保
加
入
者
の
年
齢
構
成
に
は
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

市
の
国
保
加
入
者
は
、
平
成
23
年
度

末
で
約
１
万
５
，３
０
０
人
で
す
。
そ
の

内
60
歳
以
上
の
人
が
全
体
の
約
48
％
を

占
め
、
加
入
者
の
平
均
年
齢
は
50
・
９

歳
で
す
。
他
の
保
険
制
度
と
比
較
し
て

も
国
保
の
高
齢
化
は
顕
著
で
す
。

Ｑ　

今
後
も
加
入
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
け
ば
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高
い
人
の

占
め
る
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
は
今
後
も
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特

に
現
在
60
〜
64
歳
の
人
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
が
70
歳
に
到
達
し
始
め
る
平

成
30
年
こ
ろ
か
ら
、
医
療
費
が
大
き
く

増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

（
表
１
）

Ｑ　

加
入
者
の
平
均
年
齢
が
高
い

の
は
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ　

企
業
に
勤
め
て
い
る
人
は
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
企

業
を
退
職
し
て
社
会
保
険
を

離
れ
る
と
、
国
保
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
、
国
保
は
60
歳
以

上
の
加
入
者
が
多
く
を
占
め
、

　

平
均
年
齢
が
高
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

シリーズ 国保の現状と今後 私
た
ち
の
国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
考
え
よ
う

第２回　進む高齢化と医療費

高
齢
化
す
る
国
保
加
入
者

　

国
保
加
入
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
医
療

技
術
が
高
度
化
す
る
中
で
、
医
療
費
は
年

々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
す
る
と
、
医

療
費
は
さ
ら
な
る
増
大
が
危き

ぐ惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
高
齢
に
な

る
と
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
同

様
に
、
新
生
物
（
が
ん
等
）
や
高
血
圧
等

の
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
割
合
も
増
加
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
腎
不
全
な

ど
、
県
内
他
市
と
比
較
し
て
非
常
に
医
療

費
の
高
い
疾
病
が
見
ら
れ
、
国
保
財
政
の

負
担
を
大
き
く
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
特
定
健

診
の
受
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発
見
と
早
期

治
療
に
よ
り
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能

な
も
の
で
す
。
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
健

康
を
保
持
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
国

保
財
政
の
負
担
減
少
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

次
回
は
、
医
療
費
以
外
で
国
保
が
負
担

し
て
い
る
費
用
と
、
特
定
健
診
と
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

Ｑ　

年
齢
と
１
人
当
た
り
医
療
費
の
関
係

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

30
歳
代
ま
で
は
、
年
齢
と
医
療
費
の

伸
び
は
比
例
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

し
か
し
、
40
歳
代
か
ら
は
、
年
齢
と

と
も
に
医
療
費
が
増
加
す
る
傾
向
で
す
。

　

（
表
２
）

40〜74歳の年齢階層別１人当たりの医療費（表２）
（平成23年10月診療分）

疾病別による１人当たり医療費（表３）
（平成23年10月診療分）

Ｑ　

病
気
ご
と
に
見
た
場
合
、
指
宿
市
が

目
立
っ
て
多
い
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

県
内
19
市
の
中
で
１
位
と
な
っ
て
い

る
腎
不
全
、
３
位
と
な
っ
て
い
る
新
生

物
（
が
ん
等
）、く
も
膜
下
出
血
お
よ
び

脳
内
出
血
の
多
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

（
表
３
）

Ｑ　

新
生
物
（
が
ん
等
）
や
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
医
療
費
と
年
齢
の
関
係
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

年
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
で
す

が
、
55
歳
か
ら
急
激
な
増
加
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
　

特
に
、
新
生
物
（
が
ん
等
）
と
、
生

活
習
慣
病
の
う
ち
循
環
器
系
の
疾
患

　

（
高
血
圧
等
）
に
つ
い
て
は
、
年
齢
と

も
に
増
加
す
る
傾
向
が
顕
著
で
す
。

年
齢
と
共
に
増
え
る
医
療
費

病
気
の
傾
向

ま
　
と
　
め

年齢・男女別の国保加入者数（表１）
（平成24年３月31日現在）

　国民健康保険（国保）の加入者数は年々減少していますが、高齢化や医療技
術の高度化により、１人当たりの医療費が年々増加するとともに、国保の負担
する医療費も増え続けています。
　今回は、加入者の年齢と疾病の関係から、医療費を押し上げている要因につ
いて考えてみましょう。

0人 1,000人 2,000人 3,000人0人1,000人2,000人3,000人

70-74歳

60-69歳

50-59歳

40-49歳

30-39歳

20-29歳

10-19歳

0-9歳443人

497人

504人

637人

707人

1,316人

2,235人

1,238人

586人

648人

1,169人

2,578人2,578人

1,362人

428人

491人

449人

女男

■新生物（がん等）
■腎不全
■糖尿病
■循環器系の疾患（高血圧等）　
■その他

70-74歳

65-69歳

60-64歳

55-59歳

50-54歳

45-49歳

40-44歳

0 10,000円 20,000円 30,000円 40,000円 50,000円

40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳
新生物

（がん等） 858 1,326 1,399 4,494 5,566 7,665 8,630

腎不全 5,266 2,967 3,111 4,508 4,622 1,801 1,930

糖尿病 1,336 458 636 1,161 989 2,129 1,932

循環器系の疾患
（高血圧等） 243 620 1,340 1,761 5,458 6,280 6,823

その他 14,055 16,847 18,713 18,809 19,438 21,284 24,803

新生物（がん等） 腎不全 くも膜下出血 脳内出血
順位 保険者 医療費 順位 保険者 医療費 順位 保険者 医療費 順位 保険者 医療費

1 阿久根市 5,708 1 指宿市 2,408 1 いちき
串木野市 594 1 西之表市 572 

2 南さつま市 4,463 2 いちき
串木野市 2,357 2 垂水市 311 2 阿久根市 544 

3 指宿市 4,301 3 阿久根市 2,221 3 指宿市 274 3 指宿市 543 

4 薩摩川内市 4,240 4 垂水市 2,086 4 阿久根市 220 4 鹿児島市 535 

5 枕崎市 4,098 5 日置市 1,878 5 鹿屋市 168 5 薩摩川内市 487 

（単位：円）

（単位：円）
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「
健
康
だ
と
思
う
」
72
％

「
健
康
で
は
な
い
」
18
％

　

「
あ
な
た
は
健
康
だ
と
思
い
ま
す
か
」

と
い
う
設
問
に
対
し
、
72
・
１
％
の
人

が
「
健
康
だ
と
思
う
」、「
ま
あ
ま
あ
健

康
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
18
・
１
％
の
人
が
「
あ
ま
り
健
康

で
は
な
い
」、「
健
康
で
は
な
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

　

性
別
で
見
る
と
、「
健
康
だ
と
思
う
」、

「
ま
あ
ま
あ
健
康
だ
と
思
う
」
人
は
、

男
性
が
72
・
０
％
、
女
性
が
72
・
２
％

と
な
っ
て
お
り
、
男
性
と
女
性
で
ほ
と

ん
ど
同
じ
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
１
）

　

ま
た
、
年
齢
別
で
見
る
と
、「
健
康
だ

と
思
う
」、「
ま
あ
ま
あ
健
康
だ
と
思
う
」

人
の
割
合
は
、
18
～
49
歳
ま
で
は
80
％

を
超
え
て
い
ま
す
が
、
50
～
64
歳
に
な

る
と
80
％
を
下
回
り
、
65
歳
以
上
に
な

る
と
60
％
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
２
）

　
先
月
号
（
平
成
24
年
８
月
号
）
で
は
、
本
市
が
健
幸
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
指
宿
市
版
Ｓ
Ｗ
Ｃ
（
ス
マ

ー
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
）
構
想
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
構
想
策
定
の
資
料
と
し
て
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
５
千
人
を
対
象
に
、
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
実
施
し
た
「
指
宿
市
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結

果
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

■健康だと思う　　　　　■まあまあ健康だと思う　　■どちらとも言えない
■あまり健康ではない　　■健康ではない　　　　　　■未回答

0 20 40 60 80 100
（%）

10

全体

男性

女性

30 50 70 90

29.1

30.6

27.0

43.0

41.6

45.0

8.4

8.0

9.0

10.4

9.7

11.5

7.7

8.4

6.6

1.4

1.7

1.0

10 30 50 70 90
■健康だと思う　　　　　■まあまあ健康だと思う　　■どちらとも言えない
■あまり健康ではない　　■健康ではない　　　　　　■未回答

0 20 40 60 80 100
（%）

65歳以上

50～64歳

30～49歳

18～29歳

20.2

27.7

38.5

57.5

41.2

47.5

44.1

28.5

7.3 15.5 13.8 2.2

9.2 10.0

4.9

0.6

9.8 4.4

2.2

1.2

6.6

2.2

4.4 0.7

健
　 け　ん

幸
　 こ　う のまちを目指して2

アンケート結果を
お知らせします

問い合わせ先
　市長公室総合調整係
　☎㉒2111（内線123）

「
健
康
の
た
め
に
努
力
し

よ
う
と
思
う
」
91
％

「
食
事
」
71
％

「
睡
眠
」
63
％

「
運
動
を
し
て
い
る
」

58
％

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
28
％

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
12
％

　

ま
た
、「
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
努

力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
設

問
に
対
し
て
は
、
９
割
を
超
え
る
人
が

「
努
力
し
よ
う
と
思
う
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
３
）

　

そ
し
て
、「
健
康
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
」
と

い
う
設
問
に
対
し
て
は
、「
毎
日
３
食
、

食
事
を
と
る
」
が
71
・
２
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
十
分
な
睡
眠
を
と
る
」

62
・
６
％
、「
定
期
的
に
体
重
を
量
る
」

40
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

身
体
を
動
か
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
近
距
離
へ
の
移
動
は
歩
く
」
は

33
・
１
％
、「
意
識
的
に
運
動
（
ス
ポ
ー

ツ
）
を
す
る
」
は
32
・
２
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
４
）

　

「
日
常
生
活
の
中
で
意
識
的
に
身
体

を
動
か
す
運
動
を
し
て
い
ま
す
か
」
と

い
う
設
問
に
対
し
て
は
、
57
・
６
％
の

人
が
「
運
動
を
し
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
５
）

　

そ
し
て
、
そ
の
運
動
の
種
類
に
つ
い

て
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
47
・
９
％
（
全

体
の
27
・
６
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い

で
ラ
ジ
オ
体
操
21
・
１
％
（
同
12
・
２

％
）
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
18
・
６
％
（
同
10
・
７
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
６
）

10 30 50 70 90
■はい　　■いいえ　　■未回答

0 20 40 60 80 100
（%）

全体

65歳以上

50～64歳

30～49歳

18～29歳

90.9

92.8

91.9

89.2

81.5

3.1

4.0

2.7
2.3

3.1

6.0

3.1

5.4

8.6

15.4

80
70
60
50
40
30
20
10
0

■意識的に運動（スポーツ）をする　　■毎日３食、食事をとる　　■十分な睡眠をとる
■近距離への移動は歩く　　■定期的に体重を量る　　■温泉や砂むしを利用する
■食事でとれない栄養を健康補助食品（サプリメント等）で補う
■飲酒を控える　　■気を付けていない　　■関心がない　　■その他

32.2

71.2
62.6

33.1
40.7

19.5 16.7 15.9

4.1 0.7 3.9

（％）

10 30 50 70 90
■はい　　■いいえ　　■未回答

0 20 40 60 80 100
（%）

全体

65歳以上

50～64歳

30～49歳

18～29歳

57.6

68.0

57.4

43.9

40.9

1.9

3.7

1.0

0.5

40.6

28.3

41.7

55.6

59.1

0

10

20

30

40

50
■ラジオ体操
■フラダンス
■ウオーキング
■ジョギング
■サイクリング・自転車
■グラウンドゴルフ、ゲートボール
■水中運動
■球技
■ミニバレー
■ルームランナー
■その他

21.1

2.1

47.9

18.6

47.9

10.2
7.3

18.6

3.0

9.8

3.0
4.7

22.4

（％）

あなたは健康だと思いますか。（全体・性別）　　　　　　　　【グラフ１】

健康のために努力しようと思いますか。　　　　　　　　　　【グラフ３】

健康のためにどのようなことに気をつけていますか。　　　　【グラフ４】

日常生活の中で意識的に身体を動かす運動をしていますか。　【グラフ５】

どのような運動をしていますか。　　　　　　　　　　　　　【グラフ６】 あなたは健康だと思いますか。（年代別）　　　　　　　　　　【グラフ２】

健幸のまちを目指して 2
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「
運
動
を
始
め
る
気
は

あ
る
」
20
％

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ら
で

き
そ
う
」
10
％

「
運
動
不
足
解
消
に
歩
道

等
の
整
備
を
」
40
％

「
１
日
の
平
均
歩
数
」

５
，４
９
０
歩

　

一
方
、「
運
動
を
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
た
人
に
対
し
、「
運
動
を
始
め
る
気

持
ち
が
あ
り
ま
す
か
。
ど
の
よ
う
な
運

動
で
あ
れ
ば
で
き
そ
う
で
す
か
」
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
49
・
９
％
（
全
体
の
20
・

２
％
）
の
人
が
、「
運
動
を
始
め
た
い
気

持
ち
は
あ
る
」
と
回
答
し
（
グ
ラ
フ
７
）、

そ
の
中
で
50
・
９
％
（
全
体
の
10
・
３

％
）
の
人
が
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ら
で

き
そ
う
だ
」
と
答
え
て
い
ま
す
。（
グ
ラ

フ
８
）

し
か
し
一
方
で
は
、「
運
動
を
始
め
る

気
は
な
い
」
と
い
う
回
答
も
35
・
０
％

（
全
体
の
14
・
２
％
）
に
上
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、「
市
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
す
れ
ば
、
自
分
の
運
動
不
足
を
解
消

で
き
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
作
る
な
ど
、
歩

道
等
の
整
備
」
が
40
・
３
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
運
動
が
苦
手
な
人
で
も

参
加
で
き
る
運
動
教
室
の
開
催
」
22
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
９
）

　

１
日
に
ど
れ
く
ら
い
歩
い
て
い
る
か

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
市
民
全
体
で
は
５
，

４
９
０
歩
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
64

歳
以
下
の
男
性
６
，５
０
７
歩
、女
性
５
，

２
６
４
歩
、
65
歳
以
上
の
男
性
５
，５
９

３
歩
、
女
性
４
，４
９
７
歩
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
グ
ラ
フ
10
）

10 30 50 70 90
■ある　　■ない　　■未回答

0 20 40 60 80 100
（%）

全体

65歳以上

50～64歳

30～49歳

18～29歳

49.9

27.8

51.7

64.9

60.5

15.1

29.6

16.0

3.5

35.0

42.6

32.3

31.6

33.3 6.2

■ウオーキング
■水泳
■グラウンドゴルフ
■ストレッチ
■ジョギング
■体操
■バドミントン
■ラジオ体操
■その他

50.9％

1.5％1.3％1.5％

1.7％1.3％
1.8％

1.5％

28.5％

0 10 20 30 405 15 25

40.3
20.1
22.1

8.78.7
13.3

34.8

35 45
（%）

■ウオーキングコースを作るなど、歩道等の整備
■歩行者、自転車の安全で快適な通行環境を確保するための標識、路面表示の設置
■運動が苦手な人でも参加できる運動教室の開催
■運動をしたら商品券などがもらえるポイント制度の実施
■地区単位での運動教室の開催
■その他

全体

65歳以上（男）

65歳以上（女）

18～64歳（男）

18～64歳（女）

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000
　 （歩）

5,490

5,593

4,497

6,507

5,264

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
６
割
弱

の
人
が
日
常
生
活
の
中
で
運
動
を
し
て

お
り
、
そ
の
中
の
半
数
近
く
の
人
は
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
日
常
生
活
の
中
で
運
動
を
し

て
い
な
い
人
は
約
４
割
に
上
る
も
の
の
、

そ
の
中
の
約
半
数
の
人
は
運
動
に
取
り

組
む
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
人
た
ち
は
最
も

取
り
組
み
や
す
い
運
動
と
し
て
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
考
え
て
お
り
、
市
が
取
り
組

む
施
策
と
し
て
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
作
る
な
ど
、
歩
道
等
の
整
備
を

行
う
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
い
う

結
果
で
し
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
生
活
習
慣
病
や

老
化
の
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
は
日
本
人
の
１
日
あ

た
り
の
歩
数
の
目
標
値
を
定
め
て
お
り
、

平
成
34
年
度
で
は
64
歳
以
下
の
成
人
男

性
で
９
，０
０
０
歩
、
女
性
で
８
，５
０

０
歩
、
65
歳
以
上
で
は
男
性
が
７
，０
０

０
歩
、
女
性
が
６
，０
０
０
歩
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
平
均
値
は
、

平
成
22
年
度
の
時
点
で
、
64
歳
以
下
の

成
人
男
性
が
７
，８
４
１
歩
、女
性
が
６
，

８
８
３
歩
、
65
歳
以
上
で
は
男
性
５
，

６
２
８
歩
、
女
性
４
，５
８
４
歩
と
な
っ

て
い
ま
す
。

調
査
年
度
は
少
し
異
な
り
ま
す
が
、

今
回
調
査
し
た
市
民
の
歩
数
と
日
本
人

の
平
均
値
と
を
比
較
す
る
と
、
65
歳
以

上
で
は
男
女
と
も
に
ほ
ぼ
平
均
値
並
み

で
す
が
、
64
歳
以
下
で
は
男
性
が
83
・

０
％
、
女
性
が
76
・
５
％
と
平
均
値
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
目
標

値
に
対
し
て
は
、
65
歳
以
上
の
男
女
と

64
歳
以
下
の
男
性
で
は
現
時
点
で
７
割

を
超
え
て
い
ま
す
が
、
64
歳
以
下
の
女

性
で
は
６
割
ま
で
し
か
達
し
て
い
な
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

市
民
の
１
日
あ
た
り
の
歩
数
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

現
在
、
市
が
策
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
Ｓ
Ｗ
Ｃ
構
想
は
、「
一
人
ひ
と

り
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
全
・

安
心
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
の
で

き
る
こ
と
」
を
中
核
に
据
え
、
市
民
の

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
費
の
健
全

化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
方
策
と
し
て
は
、

食
生
活
の
改
善
や
適
度
な
運
動
が
で
き

る
環
境
の
整
備
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

禁
煙
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
運

動
の
視
点
に
お
い
て
は
「
現
在
運
動
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
運
動
を
始
め

る
気
が
な
い
」
と
回
答
し
た
人
へ
の
対

策
も
考
慮
し
な
が
ら
、「
歩
き
た
く
な
る

ま
ち
」、「
知
ら
な
い
う
ち
に
歩
い
て
し

ま
っ
て
い
る
ま
ち
」
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
構
想
案
を
策
定
し
た
時
点
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
健
幸
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
名
称

　

指
宿
市
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

■
目
的

　

指
宿
市
民
の
健
康
に
関
す
る
意
識
や

生
活
習
慣
、
市
の
施
策
に
対
す
る
意

向
な
ど
を
把
握
し
、
市
が
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｗ
Ｃ
構
想
策
定
の
資

料
と
す
る
。

■
対
象

　

18
歳
以
上
の
指
宿
市
民
５
千
人
を
住

民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出

■
方
法

　

市
政
事
務
嘱
託
員
経
由
の
文
書
便
あ

る
い
は
郵
送
で
調
査
票
を
送
付
し
、

郵
送
・
直
接
持
参
で
回
収
。
記
入
は

宛
名
の
本
人
が
行
う
無
記
名
調
査

■
実
施
期
間

　

５
月
21
日
～
６
月
15
日

■
項
目
の
種
類

　

①
性
別
・
年
齢
・
職
業
・
校
区
等

　

②
健
康
・
病
気
・
医
療
費
③
普
段
の

「
運
動
」の
実
態
④
食
生
活
・
食
育
・

郷
土
料
理
・
食
文
化
⑤
ま
ち
づ
く
り

　
に
関
す
る
意
識
と
市
の
イ
メ
ー
ジ

■
設
問
数

　

70
問

■
回
答
状
況

○
回
答
者
数　

１
，９
４
２
人

○
回
収
率　
　

38
・
84
％

ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
ま
す

「
歩
き
た
く
な
る

ま
ち
」

「
知
ら
な
い
う
ち

に
歩
い
て
し
ま
っ

て
い
る
ま
ち
」
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

運動を始める気持ちはありますか。（運動していない人を対象）【グラフ７】

どの運動ならできそうですか。（運動していない人で、運動を始めたい気持ち
のある人を対象）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【グラフ８】

市がどのような取り組みをすれば、自分の運動不足を解消できますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【グラフ９】

１日にどれくらい歩いていますか。　　　　　　　　　　　　【グラフ10】

健幸のまちを目指して 2
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■
概
要

第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
13
の

推
進
項
目
を
掲
げ
、
こ
れ
に
基
づ
き
73

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
合
併
支
援
措
置
の
終
息
や

扶
助
費
の
増
加
等
に
対
す
る
行
政
課
題

に
柔
軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
歳
入

確
保
や
歳
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組
む

こ
と
で
、
本
来
あ
る
べ
き
財
政
構
造
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
主
な
実
績
は
次
の
と
お
り

で
す
（
各
項
目
の
金
額
は
、
プ
ラ
ン
策

定
時
の
平
成
21
年
度
実
績
見
込
み
と
平

成
23
年
度
実
績
を
比
較
し
て
算
出
し
て

い
ま
す
）。

○
市
税
等
徴
収
率
の
確
保

　

各
税
目
に
特
化
し
た
徴
収
方
法
を
設
定

　

し
、
滞
納
処
分
の
強
化
や
徴
収
強
化
月

　

間
を
定
め
る
な
ど
、
積
極
的
な
債
権
確

　

保
に
努
め
ま
し
た
。

　

（
徴
収
率
97
・
96
％
【
０
・
35
％
増
】）

○
人
件
費
の
抑
制

効
果
的
な
人
員
配
置
お
よ
び
再
任
用
職

員
や
臨
時
職
員
の
活
用
に
よ
り
、
人
件

費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

（
削
減
実
績
額
７
，７
０
５
万
円
）

○
職
員
数
の
削
減

事
務
事
業
や
組
織
機
構
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、
22
年
度
と
比
較
し
、
９
人
の

職
員
数
を
削
減
し
ま
し
た
。

※
職
員
数
は
、
各
年
度
４
月
１
日
現
在
の

全
職
員
数
（
臨
時
職
員
を
除
く
）
で
す
。

※
第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成

22
～
24
年
度
の
３
年
間
で
34
人
の
職
員

削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

○
経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
一
部
事
務
組

合
へ
の
負
担
金
、
ま
た
納
税
奨
励
金
等

の
見
直
し
を
行
い
、
歳
入
に
見
合
っ
た

予
算
編
成
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
削
減
実
績
額
１
億
１
，７
１
１
万
円
）

○
使
用
料
・
手
数
料
に
お
け
る
受
益
者
負

担
金
の
見
直
し

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し
に
関

す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
施
設
使

用
料
金
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
見
直
し
効
果
額
２
８
１
万
円
）

○
外
部
評
価
の
実
施

市
が
行
っ
て
い
る
事
業
を
、
市
民
や
学

識
経
験
者
等
で
構
成
す
る
外
部
評
価
機

関
「
行
政
評
価
委
員
会
」
に
よ
り
、
外

部
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
評
価
件
数
13
件
）

　

市
で
は
、
今
後
も
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
各
項
目
の

取
り
組
み
は
、
平
成
24
年
度
の
計
画
も

合
わ
せ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く

公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
室
行
革
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

　第二次集中改革プランは、平成22～24年度において、行財政改革を行うための具体的な実施計画です。
　市では、この計画に基づいて改革を進めており、その進捗状況については、市民の皆さんへ定期的に公表
することにしています。このたび、平成23年度の実績をまとめましたので、お知らせします。

市の行財政改革
〜第二次集中改革プランの進捗

ちょく

状況〜

職員数 増　減

平成17年度 599

平成18年度 570 -29

平成19年度 549 -21

平成20年度 528 -21

平成21年度 510 -18

平成22年度 492 -18

平成23年度 483 -9

累計 -116

職員数の推移

お知らせします

魚見校区下吹越

諏
訪
園
　
一
行

公
選
　
72
歳

仙田区田中

今
村
　
秀
一公選

　
51
歳

今和泉校区細田西

中
川
　
久
雄公選

　
66
歳

福元区後馬場

松
木
　
秀
人公選

　
61
歳

今和泉校区岩本中

石
神
　
一
男公選

　
59
歳

小川区谷村上

西
山
　
昭
二公選

　
48
歳

今和泉校区畠久保

西
森
　
清
次公選

　
69
歳

成川区永田

大
川
　
正
昭

共
済
推
薦
　
72
歳

成川区神方下

吉
村
　
重
則公選

　
60
歳

今和泉校区小牧西

西
森
　
三
義

議
会
推
薦
　
58
歳

大山区西村

松
下
　
芳
子公選

　
63
歳

指宿校区臼山

前
原
　
干
城

農
協
推
薦
　
69
歳

指宿校区道上

上
西
園
　
隆公選

　
69
歳

上野区上野東

坂
元
　
一
彦公選

　
60
歳

池田校区仮屋

野
尻
　
三
彦

土
地
改
良
区
推
薦
　
56
歳

利永区寺

南
　
洋
明公

選
　
60
歳

池田校区石嶺

野
元
　
辰
雄公選

　
57
歳

仙田区荒田

中
拂
　
菊
枝

議
会
推
薦
　
55
歳

丹波校区下里

徳
留
　
清
幸公選

　
64
歳

浜児ヶ水区野道

濵
田
　
文
雄公選

　
78
歳

仙田区下吉

下
吉
　
一
郎公選

　
59
歳

池田校区堀切園

蓑
田
　
六
雄公選

　
63
歳

十町区脇

濵
田
　
和
之公選

　
36
歳

池田校区下門

原
田
　
廣
海公選

　
69
歳

浜児ヶ水区東道

濵
田
　
隆
志公選

　
73
歳

柳田校区高野原

福
永
　
德
郎公選

　
64
歳

仙田区加治

吉
永
　
鶴
男公選

　
72
歳

丹波校区摺ヶ浜北

山
中
　
賢
治公選

　
31
歳

岡児ヶ水区西

西
村
　
圭
史公選

　
52
歳

上野区上野東

川
畑
　
德
孝公選

　
58
歳

指宿校区中川

前
川
　
信
男公選

　
47
歳

会長に諏訪園一行氏、
会長職務代理者に今村秀一氏

　市農業委員会委員の任期満了に伴い、新たに公選および推薦
による委員を決定しました。

（順不同・敬称略）

農
業
委
員

　
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の

立
場
に
立
つ
地
域
の
代
表
者

と
し
て
、
農
地
の
権
利
調
整

や
農
業
経
営
の
合
理
化
な
ど

の
農
業
振
興
、
農
業
や
農
地

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
へ
の
対
応
な
ど
、
広
範
囲

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

十町区松原田

公
選
　
54
歳

農業委員会委員
が決定

今
村
　
信
幸

平成24年７月20日〜
平成27年７月19日

任 

期

（単位：人）
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平成24年度（第2回）提案公募型補助事業の採択事業

　市は、市民の皆さんが主体となった共生・協働のまちづくりを推進しています。
　提案公募型補助事業は、市民の皆さんの自由な提案で実施するまちづくり活動に対して、補助金を交付して応
援する事業です。
　市は、平成24年度第２回提案公募型補助事業として、市民と行政が協働して取り組むことで、より大きな成果
が期待できる４つのテーマを設定し、事業を募集しました。７団体（７事業）の応募があり、有識者や市民代表
で構成する行政評価委員会の審査の結果に基づき、最終的に６事業（補助金総額144万円）を採択しました。

No 事業名 団体名 事業の概要 補助金額

１ 指宿校区における
郷土史継承事業

指宿校区自治公
民館連絡協議会

校区内の「いわれ」などを郷土史読本にまとめ、子どもた
ちへの郷土史学習などに活用する。文化財の保存・継承活
動を通じて新たな地域づくりへの意識醸成を図る。

200,000円

２ きたー！うまかも
んグランプリ

北中校区三世代
活性化クラブ

校区内の各地区ごとに、中学生・保護者・地域住民（高齢
者）の三世代が、郷土料理の伝承や地域内の珍百景の発見
を行い、それらを秋まつりで披露する。世代間交流を行い
ながら、地域コミュニティの活性化を図る。

200,000円

３
いぶすきジオパー
ク構想を活用した
まちづくり事業

いぶすきジオパ
ーク研究会

指宿の地質学的な魅力を市民に広く知ってもらい、今後の
まちづくりに生かしていくために、子どもたちを対象に火
山実験などの体験講座を開催したり、市民を対象にジオ（地
質学的）ガイドを活用したバスツアーを開催したりする。

200,000円

４ 生きた情報発信に
よる地域振興 Joylink

生産者・飲食店・製造業などの異業種が連携して、農業・
商工・観光の魅力を組み合わせた新たな指宿の食や楽しみ
方の企画提案やイベントを行いながら、分野を越えて指宿
の魅力を発信できるしくみをホームページ上に構築する。

500,000円

５ 小牧地区いきいき
生活推進事業 小牧自治公民館

小牧地区において、月１回程度、楽しく体を動かしたり、
小牧そばの栽培やそば打ちを通して地区の良さを再確認し
たりしながら、日常の健康管理や地域の課題などについて
語り合えるサロンを開催し、コミュニティ機能の再生・活
性化を図る。

200,000円

６ 池田湖畔清掃のた
めの環境整備事業

池田校区自治公
民館連絡協議会

池田湖畔の除草等の清掃作業の障害となっている瓦
がれ き

礫等を
除去して安全性を確保し、校区民で草刈りなどの維持管理
を行う。

140,000円

問い合わせ先　市民協働課パートナーシップ推進係　☎㉒2111（内線211）

平成24年度（第２回）
提案公募型補助事業

６事業を採択

市民との協働のまちづくりを目指して

立て替えるだけという甘い罠１

弱みにつけこみ、さらにだます３

だまされた人を救うフリ２

　未公開株とは、上場される前の株のこと。「近いうちに上場して値が上がる」
といった勧誘を受け購入した人が、「予定時期を過ぎても上場していない」、「購入
相手の業者と連絡がとれない」などのトラブルに遭うケースが増えています。
　特に高齢者を狙った手口が多くなっています。

「近いうちに上場して値が上がる」といった誘い言葉に注意

「必ず儲
も う

かる」などという甘い誘い
未公開株のトラブル

くらしのしおり

問い合わせ先　消費生活センター（商工水産課内）　☎㉒2334（直通）　　　　　　　　　　資料提供：金融庁
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今
や
「
日
本
一
の
露
天
風
呂
」

と
ま
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

「
た
ま
て
箱
温
泉
」。そ
の
駐
車
場

か
ら
右
手
に
向
か
う
と
、
温
泉
の

蒸
気
が
激
し
く
吹
き
上
が
る
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
は
、

こ
こ
は
か
つ
て
製
塩
工
場
が
あ
っ

た
場
所
な
の
で
す
。

　

伏
目
海
岸
を
見
お
ろ
す
こ
の
場

所
で
、
昭
和
18
年
ご
ろ
か
ら
昭
和

38
年
ご
ろ
ま
で
、
当
時
の
鹿
児
島

化
学
工
業
（
現
在
の
サ
ン
ケ
イ
化

学
）
が
、
８
本
の
井
戸
を
掘
り
、

温
泉
熱
を
利
用
し
た
製
塩
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
正
７
年
に
設
立
さ
れ
た
こ
の

会
社
は
、
高
濃
度
マ
シ
ン
油
乳
剤

の
製
造
販
売
の
た
め
、
昭
和
15
年

12
月
に
群
山
（
現
在
の
韓
国
の
群

山
市
）
に
進
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
中
戦
争
の
拡
大
に
よ
り
主

原
料
で
あ
る
マ
シ
ン
油
の
提
供
を

断
た
れ
て
し
ま
い
、
昭
和
18
年
11

月
に
は
群
山
か
ら
引
き
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

群
山
を
撤
退
し
た
同
社
は
、
戦

時
中
著
し
く
不
足
し
て
い
た
塩
に

着
目
し
ま
し
た
。
ま
た
、
燃
料
不

足
の
時
勢
を
勘
案
し
指
宿
の
豊
富

な
温
泉
熱
を
利
用
し
た
製
塩
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

同
社
は
既
存
の
温
泉
を
利
用
し

た
製
塩
に
取
り
組
む
一
方
、
伏
目

で
は
新
た
な
温
泉
掘
削
に
着
手
し
、

約
２
年
を
費
や
し
て
泉
源
を
掘
り

当
て
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
専

売
公
社
鹿
児
島
地
方
局
の
許
可
を

受
け
、
指
宿
、
山
川
の
両
地
に
食

塩
製
造
工
場
を
建
設
し
、
昭
和
19

年
に
は
本
格
製
造
に
入
り
ま
し
た
。

　

建
設
資
材
も
不
足
の
折
、
工
場

建
設
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
山
川
工
場
建
設
に
は
三
井

化
学
工
場
株
式
会
社
か
ら
技
術
者

ら
14
人
の
応
援
が
あ
り
、
思
い
の

外
、
急
ピ
ッ
チ
で
完
工
で
き
た
そ

う
で
す
。

　

当
時
の
従
業
員
の
話
し
に
よ
る

と
、
事
務
所
か
ら
一
番
遠
い
設
備

は
断
崖
絶
壁
の
上
に
あ
り
、
浜
風

が
強
く
寒
い
こ
と
か
ら
「
北
海
道
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
24
時
間
操
業
で
あ
っ
た

こ
と
や
海
水
を
汲く

み
上
げ
る
こ
と

に
苦
労
し
た
こ
と
、
従
事
者
用
の

温
泉
ま
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

後
年
、
指
宿
塩
業
組
合
が
設
立

さ
れ
、
今
で
も
山
川
駅
か
ら
見
え

る
大
き
な
煙
突
が
そ
の
面
影
を
残

す
成
川
浜
の
埋
め
立
て
地
に
、
組

合
共
同
の
精
製
塩
工
場
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
川
工
場

の
塩
水
も
そ
こ
に
一
括
納
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
、

指
宿
や
伏
目
か
ら
成
川
浜
ま
で
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、
高
濃
度

の
塩
水
が
運
ば
れ
て
い
た
と
い
う

か
ら
驚
き
で
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
39
年
３
月
に
塩

業
整
備
法
が
施
行
さ
れ
組
合
は
解

散
。
同
時
に
製
塩
工
場
は
操
業
を

停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

山
口
貴
久
氏
・
文

温
泉
熱
を
利
用
し
た

　
　

エ
コ
な
製
塩
工
場

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
76

報
恩

謝
徳

　

夏
、
日
差
し
を
避
け
る
よ
う
に

歩
い
て
い
た
住
宅
街
の
小
道
も
、

風
が
涼
し
く
な
る
に
つ
れ
表
情
を

変
え
て
い
ま
す
。
道
ば
た
の
ク
リ

の
実
も
立
派
な
イ
ガ
を
付
け
、
鮮

や
か
な
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

と
い
え
ば
、
福
元
美
穂
さ
ん
が
大

活
躍
し
た
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
の
愛
称
で
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
優
勝
に
続
き
、
今
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

私
た
ち
に
多
く
の
感
動
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
夜
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
多
く
の
市
民
が
応
援
に
駆

け
つ
け
、
成
川
の
区
民
セ
ン
タ
ー

は
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
「
ナ
デ
シ

コ
」
は
、
厳
し
い
環
境
に
も
強
く
、

紅
か
ら
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
つ

け
ま
す
。
花
言
葉
は
「
明
る
い
忍

耐
」
だ
そ
う
で
す
。
日
本
女
子
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
、
ま
さ
し
く
そ

の
花
言
葉
の
と
お
り
に
、
ロ
ン
ド

ン
で
大
輪
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
と
と
も

に
夏
は
移
ろ
い
、
暦
は
刻
々
と
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

９
月
９
日
は
、
重
陽
の
節
句
で

す
。
ま
た
、「
菊
の
節
句
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
達
は
、
自
然
や
他
の
命
と

の
つ
な
が
り
を
暦
の
中
に
し
る
し
、

二
十
四
節
気
、
五
節
句
の
ほ
か
に

「
雑
節
」
と
い
う
特
別
な
暦
日
を

作
り
ま
し
た
。
節
分
や
八
十
八
夜
、

彼
岸
、
土
用
、
二
百
十
日
が
そ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
よ
り
詳

し
く
暦
に
刻
み
、
農
作
業
や
日
々

の
暮
ら
し
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

き
ま
し
た
。

　

二
百
十
日
。
新
暦
の
９
月
１
日

前
後
に
当
た
る
こ
の
日
は
、
台
風

の
特
異
日
と
さ
れ
て
い
て
、
収
穫

を
控
え
た
農
家
の
厄
日
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

１
年
で
最
も
変
化
に
富
ん
だ
秋

に
分
け
入
り
、
四
季
の
移
ろ
い
を

見
付
け
た
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男 ナデシコの花

伏目の製塩工場跡地

うまみたっぷり

鰹のグラタン

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
奨
励
品
支
給
制
度

　

県
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大

会
な
ど
を
通
し
た
観
光
客
の
増
加

を
図
る
た
め
、
誘
致
か
ら
歓
迎
ま

で
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
実

施
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
王
国
か

ご
し
ま
確
立
事
業
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
を
推
進
す
る
た
め
「
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
奨
励
品
支
給
制
度
」
を
設

け
、
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し

て
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
行
う
市
外
の

団
体
お
よ
び
個
人
を
対
象
に
、
肉
・

果
物
な
ど
の
奨
励
品
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
観
光
客
数
の
比
較
的
少

な
い
冬
場
に
、
プ
ロ
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
考
選
手
な
ど
、
話
題
性
の

あ
る
合
宿
は
、
市
の
Ｐ
Ｒ
や
団
体

の
連
泊
に
よ
る
経
済
効
果
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
重
要
な
観
光
客
誘

致
策
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生

の
利
用
者
か
ら
は
奨
励
品
で
は
な

く
奨
励
金
の
方
が
よ
り
活
用
し
や

す
い
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
意
見
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
全
天
候
型
の

市
営
陸
上
競
技
場
の
完
成
に
合
わ

せ
、
よ
り
多
く
の
団
体
に
指
宿
で

合
宿
を
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
制

度
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
改
正
内
容
】

○
支
給
で
き
る
も
の
に
肉
・
果
物

な
ど
の
奨
励
品
の
ほ
か
、「
奨
励

金
（
現
金
）」を
追
加
し
ま
し
た
。

○
宿
泊
日
数
の
条
件
を
「
１
週
間

以
上
」
か
ら
「
５
泊
以
上
」
に

改
正
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
を
行
う
際

に
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
５
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑯

観
光
シ
リ
ー
ズ

【作り方】
　①　ジャガイモは１㎝角切りにしてゆでておく。
　　　パセリはみじん切りし、タマネギは１㎝角切りにしておく。
　②　タマネギを空炒りし、ツナ缶（かつお）を加え軽く炒める。
　③　かつおのなまり節をほぐし、②に加え炒める。
　④　コーン、ジャガイモを入れＡで味付けする。
　⑤　耐熱皿に④を入れて、チーズ、パセリを散らし220℃のオーブンで
　　　チーズが溶けるまで焼く。

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）

四
季
の
変
化
に

　 

寄
り
添
っ
て

今月のレシピ紹介者
給食センターの野田由佳子さん

い ま が 旬 レ シ ピ

【４月～ 5 月／
　　　　  ８月～９月】
カツオの旬は年２回。
４月ごろは初ガツオ、
８月からは油の乗った
戻りガツオが有名

カツオ

今月の食材

【材料】４人分
ツナ缶（かつお） 100ｇ
かつおなまり節   100ｇ
ジャガイモ　　  小１個
タマネギ　　　  小１個
コーン　　　　　100ｇ
パセリ　　　　　  少々
とろけるチーズ　  適量

Ａ
マヨネーズ　　　  60ｇ
塩　　　　　　　  少々
こしょう　　　　  少々｛
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ズームアップ いぶすき

　７月17日、指宿高校の３年生が、地域における高
校生としての役割を認識するために奉仕作業を行い
ました。柳田校区公民館では、29人が館内や周辺の
側溝などを約１時間かけて清掃。水流美月さん（永
田）は、「ごみ袋がいっぱいになり、きれいになって
気持ちよかった」と話してくれました。公民館主事
の外薗章さんは、「普段できない所を清掃してもらい、
助かりました」と話しました。

地 域に貢献する心を育成
指宿高校生が奉仕作業

隅々まで作業に取り組む指高生

　訪れる観光客らに涼しげな音色を楽しんでもらお
うと、７月24日、市役所でスズムシの配布が行われ
ました。今年で28回目になります。このスズムシは
市職員ＯＢが自宅で飼育した約3,000匹を無償提供
したもので、８月10日の「宿の日」を前に、市内の
ホテルや旅館、観光施設等に配布されました。ホテ
ル関係者は、「ホテルのロビーや露天風呂などに置い
て、お客様に喜んでもらっている」と話しました。

心 を癒やす夏の音色
ホテルや旅館等にスズムシ配布

元気なスズムシを受け取るホテル関係者（左）

「大きくなってね」と願い放流する児童

　指宿港海岸保全推進協議会（山下建二会長）が７
月16日、砂浜の再生や海岸に親しんでもらうことな
どを目的に、摺ヶ浜海岸でヒラメの放流会が行われ
ました。市や漁協関係者、地域の子どもたち約140
人が、体長７センチほどに育った稚魚約4 ,500匹を
波打ち際で放流しました。上玉利直樹さん（摺ヶ浜
北）は、「この海岸で放流したヒラメが大きくなって、
また新たな命を産んでほしい」と話しました。

未 来に残る砂浜を
ヒラメの稚魚を放流

大きなマンゴーを手にする審査委員

　７月20日、ＪＡいぶすき山川総合支所で、マンゴ
ー品評会「Ｍ－１（マンゴーナンバーワン）グラン
プリ」が開催されました。農家の果実生産への意識
高揚と産地のＰＲを兼ねて、いぶすき農協熱帯くだ
もの部会（有村隆雄会長）が主催。今年で７回目に
なります。パッションフルーツを含む３部門に、16
点が出品され果皮や果肉の色合い、糖度、食感をチ
ェック。会場は独特の甘い香りに包まれました。

大 きく育った太陽の恵み
Ｍ－１グランプリを開催

まちの話題

会場を盛り上げる山川かつおみこし

地元開聞出身
歌手の安藤えつ子さん本物そっくり勇次ショー上手にすくえるかな

大人気の薩摩剣士隼人ショー

「サザン☆クロス」の西川路瑠璃華
さんは指宿市出身（中央）　　　　

うちわデザインコンテストで
最優秀賞の平川凛さん（松原）

第44回

　

８
月
12
日
、
か
い
も
ん
山
麓
ふ

れ
あ
い
公
園
で
、
開
聞
そ
う
め
ん

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
で
44
回
目
を
迎
え
た
伝
統
あ
る

祭
り
は
、
市
内
外
か
ら
約
１
２
，０

０
０
人
も
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
金
魚
す
く
い
や

か
き
氷
店
な
ど
多
く
の
露
店
が
並

び
、
浴
衣
を
着
た
子
ど
も
や
家
族

連
れ
が
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
市
青
振
連
み
こ
し

と
山
川
か
つ
お
み
こ
し
が
会
場
内

を
練
り
歩
き
、
威
勢
の
い
い
掛
け

声
と
男
気
あ
ふ
れ
る
迫
力
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
人
も
子
ど

も
も
楽
し
め
る
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

や
地
元
開
聞
出
身
の
演
歌
歌
手「
安

藤
え
つ
子
」
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

祭
り
の
最
後
は
、
開
聞
岳
を
バ

ッ
ク
に
約
３
，０
０
０
発
の
花
火
が

夜
空
を
飾
り
、
ふ
る
さ
と
の
祭
り

に
ひ
と
花
咲
か
せ
ま
し
た
。
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　ＪＡ共済がいぶすき農協と協賛し、管内の中学生
に交通安全防止対策支援として蛍光タスキをプレゼ
ントしました。７月26日、贈呈式が山川中学校で行
われ、いぶすき農協の西迫忠憲常務が、「交通事故が
ゼロになりますよう、子どもたちの安全のために活
用してください」とタスキ200本と目録を小段校長
らへ手渡しました。蛍光タスキは全部で1,900本準
備され、後日生徒へ届けられました。

目録を手渡す西迫常務（右）

子 どもたちの安全を願って
ＪＡ共済が交通安全タスキを贈呈

　７月30日、指宿小で親子クッキング教室が行われ
10組25人の親子が参加しました。ガス器具を使った
料理に興味を持ってもらおうと、県ＬＰガス協会指
宿支部（吉﨑一支部長）が主催。親子でオクラの豚
バラ巻きなどを作り、料理の楽しさを学びました。
６年生の福永省吾さん（道上）は、「とても楽しかっ
た。簡単に作れたので、家でも作ってみたい」と話
しました。

包丁上手に使えたかな

親 子で作り、食育学ぶ
親子クッキング教室が開催

まちの話題

　７月28日、錦江湾の美しい自然環境を守るため、
錦江湾クリーンアップ作戦が行われました。田良浜
では、北指宿中の生徒や市民ら約200人が参加し、
約２時間の清掃作業で290㎏のごみが収集されまし
た。清掃に参加した大成小２年の水流春花さん（下
原）は、「ごみをいっぱい拾った。きれいになったこ
の海で遊びたい」と話しました。市では、10月にも
錦江湾クリーンアップ作戦を実施する予定です。

き れいな環境を守る
錦江湾クリーンアップ作戦を実施

田良浜で多くのごみを拾う参加者

　８月４～７日、姉妹都市である千歳市の６年生16
人が本市を訪れホームステイを行いました。この青
少年相互交流事業は今年で18回目になります。両市
の児童らは、採れたての夏野菜でピザを作ったりマ
リンスポーツを体験したりして、南国指宿での夏を
満喫し、お互いの交流を深め合いました。冬には、
本市の子どもたちが千歳市を訪れ、ホームステイを
行う予定です。

指 宿の夏を肌で感じる
千歳市の子どもたちと交流

ピザ作りに挑戦した子どもたち

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　８月７日～９日、市内26カ所でアロハ献血が行わ
れました。アロハ献血は、夏場の献血不足を補う、
県内でも最大の献血事業です。近年は、若い人を中
心に献血離れが深刻化していることから、市内の中・
高校生らも献血の協力を呼び掛けました。初日には
セレモニーが行われ、１日血液センター所長に菜の
花レディの３人が委嘱されました。献血には、３日
間で584人が訪れ、464人の採血が行われました。

夏 場の献血不足を補う
アロハ献血に584人が協力

菜の花レディも献血に協力

　各地区の子ども会員らが夏の風物詩「七夕」を作
成しました。物の大切さやふるさとを愛する心を育
てようと、七夕は新聞紙やチラシ等の廃品を利用し
て飾り付けられました。８月７日、市子ども会育成
連絡協議会よる七夕コンクールが開催され、商店街
や公民館などに飾られた色とりどりの作品を審査し
ました。結果は次のとおりです。

織姫賞（最優秀賞）
　川尻東・松原子ども会（川尻校区）
彦星賞（優秀賞）
　浜西・東子ども会（今和泉校区）
　田中子ども会（開聞校区）
天の川賞（入選）
大当子ども会（指宿校区）
上吹越子ども会（魚見校区）
木の根子ども会（柳田校区）
潟口子ども会（丹波校区）
仮屋子ども会（池田校区）
中小路・中村子ども会（山川校区）
井手方子ども会（大成校区）
岡児ヶ水東・西子ども会（徳光校区）
利永子ども会（利永校区）
玉井・中組子ども会（開聞校区）

七 夕飾りがまちを彩る
七夕コンクールが開催

みんなでおいしい茶ぶしを味わう

　８月７日、山川水産加工業協同組合青年部協和会
（西岡華代会長）の３人が開聞クリニックに在院中
のお年寄り約30人に茶ぶしを振る舞いました。西岡
さんは、「懐かしい茶ぶしを食べて、夏バテを防ぎ元
気になってください」とあいさつ。本枯れ節と味噌
を入れたカップにお湯が注がれると、カツオの風味
が部屋中に広がりました。室屋むつ子さん（福元出
身）は、「おいしい、元気が出ます」と笑顔でした。

カ ツオパワーで元気に
かつお節生産者が茶ぶし振る舞い

織姫賞の川尻東・松原子ども会の七夕飾り
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9月

2012

2012

星
空
観
察
会
③

中
秋
の
名
月
を
見
よ
う
！

　

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
、
９
月

30
日
で
す
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、

中
秋
の
名
月
の
楽
し
み
方
や
秋
の

夜
空
に
広
が
る
星
空
の
観
察
会
を

行
い
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
、
星
を
眺
め
な

が
ら
、
涼
し
い
夜
の
ひ
と
時
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
29
日（
土
）19
時
30

分
～
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

中
秋
の
名
月
と
秋
の
星

座
の
観
察

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

縄
文
時
代
の
人
は
、
野
山
か
ら

採
集
し
た
山
菜
や
狩
り
で
捕
ま
え

た
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の
食
材

を
縄
文
土
器
で
調
理
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
縄
文
土
器
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
作
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、

土
器
の
不
思
議
な
模
様
は
何
な
の

か
。
縄
文
土
器
の
謎
と
そ
の
魅
力

に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
日
時　

９
月
22
日（
土
）13
時
30

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
保

険
料
と
資
料
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
知
覧
支
局

で
は
、
無
料
休
日
相
談
を
開
設
し

ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す
。
困

っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
23
日（
日
）10
時
～

16
時

■
場
所　

ち
ら
ん
夢ゆ

め
さ
と
か
ん

郷
館
（
南
九

州
市
知
覧
庁
舎
近
く
）

■
相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
売

買
、
相
続
、
不
動
産
登
記
関
係
、

養
子
縁
組
、
遺
言
、
い
じ
め
、

差
別
、
家
庭
内
暴
力
な
ど

■
相
談
員　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

職
員
等

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
知
覧
支
局

総
務
係
（
担
当
・
鮫
島
）

☎
０
９
９
３-

８
３-

２
２
０
８

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

「
縄
文
土
器
の
謎
と
そ

の
魅
力
に
つ
い
て
」

■
講
師　

新
東
晃
一
氏
（
南
九
州

縄
文
研
究
会
代
表
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

催
し

法
務
局

休
日
相
談
所

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

情報掲示板

　国は、生活に欠かすことのできない道路の意義や
重要性について感心を持ってもらうため、８月10日
を「道の日」に制定しています。この日、市建設業
組合ら約130人が道路の清掃ボランティアを行いま
した。早朝から市内の42事業所をはじめ、県や市の
職員も参加。指宿、山川、開聞地域に分かれ沿道の
草刈りやごみ拾いを行いました。作業後は、帰省客
や観光客らが気持ちよく通れる道になりました。

一生懸命に作業するボランティア

身 近な道路を大切に
市建設業組合が奉仕作業

　いぶすきシルバー美術展が８月12日～26日、時遊
館ＣＯＣＣＯはしむれで開催されました。県内の60
歳以上のアマチュアを対象に、日本画や洋画、ちぎ
り絵などの作品を募集。167品の応募があり60品が
入賞しました。どの作品も歳を重ねるごとに磨かれ
た感性豊かなもので、来場者は作品を前に感銘を受
けていました。指宿市長賞には、鹿児島市の工藤克
巳さんの作品「興味津々」が選出されました。

作品を前に感想を述べ合う

感 性豊かな作品ズラリ
いぶすきシルバー美術展が開催

まちの話題

　８月10日、ＪＲ指宿駅前の道路で、「打ち水大作戦
2012in指宿」が開催されました。市内のホテル・旅
館の女将らでつくる「いぶすき温泉華の会」が主催
し、今年で８年目になります。浴衣やアロハ姿のホ
テル・旅館従業員や観光業関係者ら80人が参加し、
桶やペットボトルに用意された井戸水500ℓを一斉
にまきました。打ち水前36℃だった気温は28℃まで
下がり、辺りは涼しくなりました。

涼 しげなそよ風が吹く
指宿駅前で打ち水大作戦

清涼感あふれる打ち水

　８月13日、市農産加工組合がオクラの漬け込み作
業を行いました。集荷場が休みのお盆に収穫したオ
クラを利用できないかと昭和49年から行われていま
す。取れたてのオクラ約９トンを同組合員と県や市、
農協の職員ら約40人で漬け込みました。山澤道子さ
ん（細田西）は、「きれいなオクラで漬け込み作業が
できたので、みんなにおいしいオクラ漬を食べてほ
しい」と話しました。

愛 情たっぷりのオクラ漬
加工組合がオクラの漬け込み

慣れた手つきで作業を行う組合員

23
30

　ＮＰＯチームおもてなしでは、チャリティー
音楽祭として、第４回いぶすき音楽祭を開催し
ます。
　収益金は、ＮＰＯ法人日本移植支援協会へ寄
付する予定です。
■日時　９月16日（日）
○開場13：00　○開演13：30
■場所　市民会館
■出演　峠恵子、nutmeg（ナツメグ）、宇都綾
香、今村誠、英　聖尭と門下生（日本舞踊）、
ほか

■入場料　1,000円（全席自由席）
※高校生以下、障害のある人は無料で招待しま
す。

■前売り券取扱所　指宿駅前文苑堂事務機
※当日券もあります。
■後援　指宿市　他

問い合わせ先
　ＮＰＯチームおもてなし　金子勝男
　☎㉞1959

IBUSUKI MUSIC FESTIVAL
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情報掲示板 Information

■
期
日　

９
月
30
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

17
時
30
分
ま
で
に
指
宿

市
役
所
芝
生
広
場

■
終
了
予
定　

20
時

■
距
離　

約
７
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

１
，０
０
０
円

○
非
会
員　

１
，２
０
０
円

※
弁
当
代
含
む

■
申
込
締
切
日　

９
月
27
日（
木
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

　

親
子
自
動
車
安
全
運
転
講
習
会

は
、
高
齢
者
と
そ
の
子
が
同
乗
し

て
、
双
方
の
運
転
技
術
と
操
作
要

領
を
確
認
し
合
い
、
安
全
運
転
の

高
揚
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
講
習
に
は
自
動
車
学
校
の
教

官
が
当
た
り
ま
す
。

■
日
時　

９
月
29
日（
土
）９
時
～

12
時

※
受
付
８
時
30
分
～

■
場
所　

指
宿
中
央
自
動
車
学
校

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
70

歳
以
上
の
親
と
そ
の
子

※
高
齢
者
は
、
70
歳
以
下
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

■
定
員　

20
組

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

９
月
14
日（
金
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

参
加
者
に
は
、
記
念

品
と
昼
食
（
弁
当
）
を
準
備
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

指
宿
地
区
交
通
安
全
協
会

☎
㉔
２
０
８
０

　

10
月
21
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る

市
民
体
育
祭
で
の
「
か
け
っ
こ
」、

「
職
場
・
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー
」

の
参
加
選
手
お
よ
び
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
会
場

は
、
市
営
陸
上
競
技
場
で
す
。

か
け
っ
こ

○
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
を
対
象
と
し
ま
す
。

○
80
ｍ
程
度
の
徒
競
走
で
す
。

職
場
・
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー

○
４
人
で
１
０
０
ｍ
ず
つ
走
る
４

　

０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
中
学
・
高
校

生
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
）。た
だ

し
、
チ
ー
ム
に
女
性
を
１
人
以

上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
自
作
の
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
胸

　

と
背
部
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

指
宿
総
合
体
育
館
、

山
川
文
化
ホ
ー
ル
、
開
聞
総
合

体
育
館
に
設
置
し
て
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
５
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

　

第
４
回
い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ
を

開
催
す
る
に
当
た
り
、
同
実
行
委

員
会
で
は
、
運
営
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
個
人
・
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

■
期
間　

11
月
10
日（
土
）・
11
日

　
（
日
）お
よ
び
開
催
ま
で
の
数
日

■
場
所　

太
平
次
公
園

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
員　

30
人
程
度

■
募
集
内
容　

駐
車
場
誘
導
、
会

場
設
営
、
イ
ベ
ン
ト
補
助
な
ど

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員

会　

道
下

☎
０
９
０-

８
８
３
６-

１
２
３
１

十
五
夜 

お
月
見
ウ
オ
ー
ク

親
子
自
動
車

安
全
運
転
講
習
会

市
民
体
育
祭

参
加
選
手
・
チ
ー
ム

い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

　

９
月
３
日（
月
）に
開
会
す
る
平

成
24
年
第
３
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
市
政

を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
議
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　

９
月
10
日（
月
）か
ら
16
日（
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
、「
自
殺
予
防
週

間
」
で
す
。

　

毎
年
、
全
国
で
は
約
３
万
人
、

県
内
で
は
５
０
０
人
前
後
の
人
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
お
り
、
こ
の
数

は
、
交
通
事
故
死
亡
者
数
の
約
５

倍
に
も
上
り
ま
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
気

分
が
沈
ん
だ
り
、
不
眠
等
、
う
つ

の
症
状
や
原
因
不
明
の
体
調
不
良

が
続
く
な
ど
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン

を
発
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

自
殺
は
決
し
て
個
人
の
問
題
で

は
な
く
、
身
近
な
社
会
問
題
で
す
。

　

自
殺
に
つ
い
て
の
誤
解
や
偏
見

を
な
く
し
、
命
の
大
切
さ
や
自
殺

の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
付
い

た
と
き
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
社
会
全
体
で
自
殺

を
防
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
保
健
所
保
健
係

　

☎
㉓
３
８
５
４

■
参
加
料　

１
人
１
，０
０
０
円

※
保
険
料
・
飲
み
物
代
を
含
む

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
は
ん
て
ん
等
の
衣
装
は
自
己
負

担
で
す
。

※
お
は
や
し
（
篠
笛
・
太
鼓
な
ど
）

だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
場
所　

湯
権
現
神
社
か
ら
祭
会

場
周
辺

■
申
込
締
切
日　

９
月
14
日（
金
）

ハ
ン
ヤ
踊
り
連
の
参
加
者

　

ハ
ン
ヤ
踊
り
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

職
場
や
地
域
、
趣
味
の
会
、
同

窓
会
な
ど
親
し
い
仲
間
と
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
28
日（
日
）14
時
30

分
～
16
時
（
昨
年
と
違
い
ま
す
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
場
所　
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
周
辺

■
申
込
締
切
日　
10
月
10
日（
水
）

※
小
人
数
グ
ル
ー
プ
（
１
人
で
も

可
）
の
踊
り
連
も
設
け
ま
す
。

※
踊
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
（
賞
金
有
り
）。

※
練
習
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

抽
選
会
協
賛
品

　

抽
選
会
の
景
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
店
主
・
事
業
主
を
募
集

し
ま
す
。
協
賛
い
た
だ
け
る
場
合

　

「
第
65
回
指
宿
温
泉
祭
」
が
、

10
月
27
日（
土
）～
28
日（
日
）、
湯

権
現
神
社
お
よ
び
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
指
宿
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

祭
に
出
演
・
出
店
す
る
個
人
や
団

体
、
事
業
主
を
募
集
し
ま
す
。
各

催
し
の
参
加
は
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

み
こ
し
渡
御
の
参
加
者

　

祭
の
華
で
あ
る
湯
権
現
神
社
か

ら
の
み
こ
し
渡
御
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
女
性
だ
け
の
女
み
こ

し
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
27
日（
土
）13
時
30

分
～
21
時

は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

10
月
19
日（
金
）ま

で
■
募
集
内
容　

指
宿
の
特
産
品
、

企
業
で
製
造
・
販
売
し
て
い
る

製
品
、
食
事
券
、
観
光
施
設
の

入
場
券
な
ど

舞
台
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者

　

楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
祭

を
盛
り
上
げ
る
舞
台
イ
ベ
ン
ト
の

出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
28
日（
日
）11
時
～

17
時

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
場
所　

会
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
等

■
申
込
締
切
日　

９
月
14
日（
金
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

祭
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
、
個
人
・
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

10
月
19
日（
金
）ま

で
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
市
青
年
振
興
連
絡
協
議
会

事
務
局
内
）

☎
㉒
５
５
５
０
（
平
日
10
時
～

17
時
）

指
宿
温
泉
祭
の

参
加
者
・
出
場
者

お
知
ら
せ

交
通
安
全
の
集
い

　

指
宿
・
川
辺
地
区
商
工
会
青
年

部
連
絡
協
議
会
で
は
、
独
身
男
女

の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
第

５
回
プ
ロ
ポ
ー
ズ
大
作
戦
in
み
な

み
さ
つ
ま
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

素
敵
な
出
会
い
を
見
付
け
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

11
月
18
日（
日
）10
時
～

16
時
30
分

※
受
付
９
時
～

■
場
所　

南
薩
少
年
自
然
の
家

■
募
集
人
員　

男
女
各
50
人

○
男
性
25
歳
～
50
歳

○
女
性
25
歳
～
45
歳

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
参
加
料

○
男
性
５
，０
０
０
円

○
女
性
３
，０
０
０
円

■
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー

　

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　
10
月
20
日（
土
）

　

必
着

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

プ
ロ
ポ
ー
ズ
大
作
戦
in
み
な
み

さ
つ
ま
実
行
委
員
会

☎
０
９
９
３-

６
２-

４
１
４
１

　

t.sirasaka@
kashoren.or.jp

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

本会議予定
日　　程 内　　　　容

９月３日（月） 招集日（議案質疑、委員会付託等）

19日（水） 一般質問

20日（木） 一般質問

21日（金） 一般質問

26日（水） 最終日（委員長報告、表決等）

自
殺
予
防
週
間

プ
ロ
ポ
ー
ズ
大
作
戦
の

参
加
者
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情報掲示板 Information

　　

市
で
は
、
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク

の
幼
虫
に
よ
る
イ
ヌ
マ
キ
（
ヒ
ト

ツ
バ
）
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
幼
虫

は
、
幹
先
端
部
分
の
針
葉
か
ら
食

害
し
、
一
度
発
生
す
る
と
急
激
に

個
体
数
を
増
加
さ
せ
、
被
害
木
の

大
半
は
枯
死
す
る
ほ
ど
の
激
害
状

態
に
な
り
ま
す
。

　

こ
ま
め
に
木
を
観
察
し
、
幼
虫

の
時
期
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。
駆

除
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
と
よ

り
効
果
的
で
す
。

駆
除
方
法

■
少
数
発
生
時　

木
を
揺
す
り
、

落
下
し
た
幼
虫
を
捕
殺
（
拾
い

集
め
て
焼
却
等
）
し
て
く
だ
さ

い
。

■
大
量
発
生
時　

ト
レ
ボ
ン
乳
剤

（
４
，０
０
０
倍
）、
も
し
く
は
、

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤（
１
，５
０

　

０
倍
～
２
，０
０
０
倍
）の
薬
剤

散
布
が
効
果
的
で
す
。

※
か
ご
し
ま
森
林
組
合
い
ぶ
す
き

支
所
、
指
宿
造
園
組
合
で
は
、

薬
剤
散
布
に
よ
る
駆
除
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

○
か
ご
し
ま
森
林
組
合
い
ぶ
す
き

　

支
所

　

☎
㉘
１
０
１
１

○
指
宿
造
園
組
合

　

☎
㉕
２
６
２
２

以
下
の
子
ど
も
全
員
の
も
の
）

○
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

○
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他　

次
の
人
は
、
申
請
し

　

た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
（
９
月
28
日（
金
）ま

で
に
申
請
し
て
も
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
受
け
取
れ
ま
せ
ん
）。

○
平
成
23
年
10
月
以
降
に
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
人

○
平
成
23
年
10
月
以
降
に
生
ま
れ

た
人

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
分

の
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
（
15
日
以
内
）

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
１
（
内
線
１
１
８
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
全
国
一
斉
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
緊
急
地
震
速

報
や
大
津
波
警
報
、
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
な
ど
国
民
保
護
の
た
め
の
周
知

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
防
災
行
政

無
線
か
ら
「
試
験
放
送
で
す
」
と

い
う
音
声
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

※
試
験
放
送
の
た
め
、
何
も
行
動

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時　

９
月
12
日（
水
）10
時
・

10
時
30
分
の
２
回

■
地
域　

山
川
・
開
聞
地
域

問
い
合
わ
せ
先

○
危
機
管
理
室
危
機
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

○
山
川
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

☎
㉞
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

○
開
聞
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

早
め
の
手
続
き
を
！

　

「
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど

も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
子
ど

も
手
当
の
支
給
内
容
と
要
件
が
変

更
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平

成
23
年
10
月
分
以
降
の
子
ど
も
手

当
の
受
給
に
は
、
新
た
に
申
請
が

必
要
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
し
た
人
は
、

平
成
23
年
10
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
を
行
わ
な
か

っ
た
場
合
、
手
当
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　

９
月
28
日（
金
）

※
６
月
に
子
ど
も
手
当
の
支
給
が

あ
っ
た
人
は
、
こ
の
申
請
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
要
件　

日
本
国
内
に
居
住

し
、
０
歳
か
ら
15
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
養
育

す
る
人

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

申
請
に
は
、
次
の
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
公
務
員
は
勤

務
先
に
申
請
）。

○
健
康
保
険
証
（
保
護
者
と
18
歳

　

指
宿
広
域
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
は
、汚
泥
発
酵
肥
料「
指

宿
広
域
み
の
り
の
大
地
」
を
無
料

配
布
し
ま
す
。

配
布
方
法

■
日
時　

月
～
金
曜
日
９
時
～
16

時
（
年
末
年
始
、
祝
日
は
除
く
）

■
場
所　

指
宿
広
域
汚
泥
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他

○
１
人
１
回
に
つ
き
10
袋
（
１
袋

／
15
㎏
ま
で
）。

○
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

先
着
順
の
配
布
と
な
り
ま
す（
予

約
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。

○
肥
料
袋
に
は
、
２
㎜
程
度
の
穴

が
開
い
て
い
ま
す
。
衣
服
や
車

が
汚
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
肥
料
の
積
み
込
み
は
各
自
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
農
家
等
の
大
口
（
約
１
ｔ
ま
で
）

で
利
用
す
る
人
は
、
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
（
荷
姿
は
バ

ラ
積
み
と
な
り
ま
す
）。

指
宿
広
域
み
の
り
の
大
地

　

し
尿
処
理
の
過
程
で
発
生
し
た

汚
泥
を
発
酵
槽
で
14
日
間
程
度
発

酵
さ
せ
た
肥
料
で
す
。

■
製
品
荷
姿

○
１
袋
15
㎏
入
り
の
袋
詰
め

○
バ
ラ
積
み
（
約
１
ｔ
ま
で
）

■
主
な
成
分
含
有
量
（
平
成
24
年

測
定
値
）

※
汚
泥
発
酵
肥
料
と
し
て
、
農
林

水
産
省
に
登
録
済
み
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
広
域
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

☎
㉖
２
１
１
４

　

市
は
、
水
質
汚
濁
の
大
き
な
原

因
と
さ
れ
て
い
る
生
活
排
水
（
汚

水
）
等
を
、
終
末
処
理
場
（
指
宿

市
浄
水
苑
）
で
き
れ
い
な
水
に
処

理
し
て
か
ら
河
川
に
放
流
し
て
い

ま
す
。

　

生
活
環
境
を
よ
り
改
善
し
、
美

し
く
豊
か
な
自
然
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
下
水
道
事
業
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
生
活
排
水
等
を
直
接
流
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
汚
水
が
速
や

か
に
排
除
さ
れ
、
悪
臭
や
ハ
エ
・

蚊
の
発
生
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

汚
水
を
浄
化
し
て
か
ら
放
流
す
る

た
め
、
水
環
境
を
保
全
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
と
き
は
、
早
目
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
に
接
続
す
る
た

め
の
排
水
設
備
を
設
置
・
改
造
す

る
際
は
、
必
ず
市
の
排
水
設
備
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
水
道
法
で
は
、
浄
化
槽
の
場

合
、
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ

れ
た
ら
遅
滞
な
く
（
お
お
む
ね

１
年
以
内
）、ま
た
、
く
み
取
り

は
、
３
年
以
内
に
下
水
道
に
接

続
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排

水
は
、
下
水
道
管
を
通
り
、
終
末

処
理
場
へ
運
ば
れ
ま
す
。
下
水
道

管
の
詰
ま
り
を
防
ぎ
、
汚
水
が
速

や
か
に
排
除
さ
れ
る
よ
う
、
各
家

庭
で
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

○
調
理
器
具
に
つ
い
た
油
類
は
、

古
新
聞
な
ど
で
ふ
き
取
っ
て
か

ら
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
等
の
水
に
溶
け
や
す
い

紙
以
外
は
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
お
風
呂
の
排
水
口
に
髪
の
毛
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
下
水
道
整
備
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
駆
除

地
域
ぐ
る
み
で
対
策
を

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

放
送
訓
練

キオビエダシャクの幼虫

キオビエダシャクの成虫

子
ど
も
手
当
の
申
請

汚
泥
発
酵
肥
料
の

無
料
配
布

下
水
道
の
整
備

各
家
庭
で
で
き
る
こ
と

　

平
成
25
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
幼
児
を
対
象
に
、
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
大
切
な
健
康

診
断
で
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象　

平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
■
受
付　

13
時
～
13
時
15
分

■
診
断　

13
時
30
分
～

問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
１
）

日　　程 会　　場 対　象　校　区

10月４日（木）

○市民会館	
○指宿総合体育館

丹波

10日（水） 指宿、魚見、今和泉、池田

18日（木） 柳田

30日（火） 開聞総合体育館 開聞、川尻

31日（水） 山川文化ホール 山川、大成、徳光、利永

項     目 分析結果
窒 素 全 量 3.11%
りん酸全量 3.70%
加 里 全 量 0.39%
炭素窒素比 ７
銅 全 量 190mg/kg
亜 鉛 全 量 690mg/kg
石 灰 全 量 1.77%

守
ろ
う
水
環
境

小
学
校
入
学
前
の

健
康
診
断

下
水
道
事
業
に

ご
理
解
を
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人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　

情報掲示板 Information

　

発
達
障
害
に
よ
り
、
精
神
・
運

動
面
に
お
い
て
障
害
の
あ
る
人
が
、

地
域
社
会
の
中
で
と
も
に
生
活
が

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

毎
年
９
月
を
発
達
障
害
福
祉
月
間

と
定
め
て
全
国
的
な
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
一
人
ひ
と

り
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

南
薩
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

連
絡
協
議
会
（
地
域
福
祉
課
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

　

全
国
的
に
厳
し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
が
続
い
て
お
り
、
障
害
者
を

取
り
巻
く
雇
用
環
境
は
一
段
と
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
・
就
業
は
、
障

害
者
の
自
立
・
社
会
参
加
の
た
め

の
重
要
な
柱
で
す
。
そ
の
た
め
国

で
は
、
１
人
で
も
多
く
の
障
害
者

の
雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う
９
月
を

障
害
者
雇
用
支
援
月
間
と
定
め
、

国
、
県
等
が
一
体
と
な
っ
て
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
援

護
・
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○（
財
）鹿
児
島
県
高
齢
・
障
害
者

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９-

２
１
９-

２
０
０
０

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉒
４
１
３
５

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
害
を
抱
え
た
人
に
、

そ
の
適
性
に
応
じ
た
職
種
に
つ
い

て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
知
識
・
技
能
を
習
得
し
て
も
ら

い
、
職
業
人
と
し
て
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
各
種
の
職
業
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

○
新
卒
者
の
み　

　

９
月
14
日（
金
）ま
で

○
一
般
・
新
卒
者　

　

10
月
３
日（
水
）～
11
月
16
日（
金
）

■
訓
練
科
目

情
報
電
子
科
・
デ
ザ
イ
ン
製
版

科
・
建
築
設
計
科
・
義
肢
福
祉

用
具
科
・
Ｏ
Ａ
事
務
科
・
ア
パ

レ
ル
科
・
造
形
実
務
科

■
応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
保

持
者

※
手
帳
の
な
い
人
は
、
相
談
し
て

　

市
で
は
、
農
業
後
継
者
の
有
能

な
人
材
育
成
と
そ
の
確
保
を
目
的

に
、
就
農
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
で
、
平
成
19
年
４
月
１
日

以
降
に
専
業
と
し
て
新
規
就
農

し
、
就
農
時
40
歳
以
下
の
人

■
奨
励
金
額　

５
０
，０
０
０
円

■
申
請
方
法　

就
農
１
年
経
過
後

に
、
農
業
委
員
会
に
設
置
し
て

あ
る
「
農
業
後
継
者
就
農
奨
励

金
交
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
審
査　

審
査
会
で
決
定

■
交
付
日　

い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ

り
会
場
で
交
付

■
募
集
期
間　

10
月
31
日（
水
）ま

で
※
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
２
）

　

開
聞
地
域
で
は
、
粗
大
ご
み
の

収
集
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
収
集
所
は
、
通
常
の

ご
み
収
集
所
と
は
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
粗
大
ご

み
収
集
所
が
設
置
さ
れ
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

地
区
公
民
館
長
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
収
集
日

　

９
月
26
日（
水
）

■
収
集
地
区

　

川
尻
区
・
松
原
田
集
落

■
ご
み
出
し
時
間

　

７
時
～
８
時
30
分

■
ご
み
の
出
し
方

「
燃
え
る
も
の
」
と
「
燃
え
な

い
も
の
」
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
収
集
所
に
出
せ
な
い
も
の

○
特
定
家
電
ご
み　

テ
レ
ビ
、
冷

蔵（
凍
）庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

○
危
険
ご
み　

医
薬
品
、
農
薬
類
、

消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
ピ
ク
リ
ン
缶
な
ど

○
有
害
ご
み　

塗
料
類

○
処
理
困
難
ご
み　

バ
イ
ク
、
タ

イ
ヤ
、
農
機
具
、
農
機
具
部
品
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
パ
イ
プ
な
ど

※
販
売
店
や
専
門
業
者
へ
処
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
ご
み　

事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み

■
注
意
事
項

○
特
大
の
指
定
ご
み
袋
に
入
る
も

の
は
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な

い
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
事
故
防
止
の
た
め
、
粗
大
ご
み

は
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

○
扉
の
あ
る
も
の
は
、
開
か
な
い

よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
し

っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
分
解
す
る
な
ど
小

さ
く
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
出
し
ま

し
ょ
う
。
指
定
時
間
外
に
出
さ

れ
た
ご
み
に
つ
い
て
は
回
収
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

以
降
で
あ
る
こ
と

○
生
産
物
・
生
産
資
材
等
は
本
人

名
義
で
出
荷
、
取
り
引
し
、
経

営
収
支
も
本
人
名
義
の
通
帳
お

よ
び
帳
簿
で
管
理
し
て
い
る
こ

と
○
５
年
後
ま
で
に
農
業
で
生
計
が

成
り
立
つ
計
画
を
立
て
ら
れ
て

い
る
こ
と

○
前
年
の
所
得
が
、
２
５
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

○
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し
た

国
の
他
の
事
業
に
よ
る
給
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

■
給
付
額　
年
間
１
５
０
万
円（
最

長
５
年
間
）

※
支
援
を
受
け
る
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
あ
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農

業
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
新
た
に
農
業
経
営
を

始
め
た
人
や
就
農
初
期
段
階
の
経

営
が
不
安
定
な
青
年
就
農
者
へ
の

支
援
事
業
と
し
て
、「
青
年
就
農
給

付
金
（
経
営
開
始
型
）」の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
給
付
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

○
就
農
時
、
原
則
45
歳
未
満
で
、

独
立
・
自
営
就
農
し
、
農
業
経

営
者
と
し
て
の
強
い
意
欲
を
有

し
て
い
る
こ
と

○
耕
作
す
る
農
地
の
う
ち
、
半
分

以
上
が
本
人
所
有
の
農
地
で
あ

る
こ
と
、
も
し
く
は
親
族
（
３

親
等
）
以
外
と
の
利
用
権
設
定

の
土
地
で
あ
る
こ
と

○
主
要
な
農
業
機
械
や
施
設
を
本

人
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
は
本
人
が
借
り
て
い
る
こ
と

○
経
営
開
始
は
、
平
成
20
年
４
月

く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指

宿
ま
た
は
鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
に
設
置
し
て
あ
る

申
し
込
み
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間　

１
年

■
そ
の
他

○
入
校
検
定
料
・
入
校
料
・
授
業

料
等
は
無
料
（
た
だ
し
、
経
費

は
別
途
必
要
）。

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
あ
っ
せ
ん

を
受
け
た
人
で
、
雇
用
保
険
受

給
者
は
、
訓
練
期
間
中
（
１
年

間
）
の
延
長
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
保
険
受
給
以
外
の

人
は
、
訓
練
期
間
中
に
「
訓
練

手
当
」
か
「
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
」
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
訓
練
後
、
就
職
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校

　

☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉒
４
１
３
５

９
月
は
発
達
障
害

福
祉
月
間

９
月
は
障
害
者

雇
用
支
援
月
間

障
害
者
職
業
能
力

開
発
訓
練
生

81

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
は
、

１
９
７
０
年
代
か
ら
８
０
年
代
に

か
け
て
、
全
国
で
多
発
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
平
成
22
年
（
２
０
１

０
年
）
ま
で
に
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
拉
致
被
害
者
と
し
て
17
人
を
認

定
し
て
い
ま
す
が
、
政
府
が
認
定

し
た
被
害
者
以
外
に
も
拉
致
さ
れ

た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
人
た

ち
が
多
数
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
は
、
国
民

に
対
す
る
人
権
侵
害
で
あ
り
、
わ

が
国
の
主
権
お
よ
び
国
民
の
生
命

と
安
全
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題

で
す
。
政
府
は
、
国
の
責
任
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の

一
刻
も
早
い
帰
国
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
等
の
解
決
に
は
、
国

民
一
人
ひ
と
り
の
声
が
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
問
題
に
対
す
る
関

心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

■
日
時　

９
月
13
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

青
年
就
農
給
付
金

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金

ル
ー
ル
を
守
っ
て

 

開
聞
地
域
の
粗
大
ご
み
収
集

継
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の
実
現
の
た
め
に

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

青
年
就
農
給
付
金
・

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金

菜の花の種を
　無料配布します
　本市のイメージとして、全国的に定着してき
た菜の花。市では、訪れた観光客をいっぱいの
菜の花で歓迎するため、種の無料配布を行いま
す。
■配布開始　９月24日（月）～
※なくなり次第終了します。
■配布場所　観光課、山川・開聞支所地域振興
課、時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ、今和泉分室、
池田分室

問い合わせ先
　観光課観光管理係　☎㉒2111（内線322）
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日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
の
ギ

　
　
　

ャ
ラ
リ
ー
で
水
墨
画
展
を

開
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
分
野
の

水
墨
画
を
展
示
し
、
多
く
の
人
か

ら
う
れ
し
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
作
品
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　

（
75
歳
・
律
泉
）

　
　
　

淡
を
使
い
分
け
た
素
晴
ら

　
　
　

し
い
水
墨
画
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
選
手
た
ち
を
描
い

た
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。
地
元
出

身
の
福
元
選
手
の
活
躍
は
、
私
た

ち
市
民
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
ね
。

　
　
　

年
１
月
か
ら
ふ
と
し
た
き

　
　
　

っ
か
け
で
、
俳
句
を
作
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
日
、
文

芸
い
ぶ
す
き
に
応
募
し
、
こ
れ
か

ら
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
楽
し
み
が
１
つ
増
え
ま
し
た
。

　
　

（
65
歳
・
よ
か
お
ご
じ
ょ
）

　
　
　

芸
い
ぶ
す
き
は
、
今
年
で

　
　
　

７
号
目
に
な
り
ま
す
。
12

月
の
発
行
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
　
　

林
ヶ
島
に
県
外
の
旅
行
客

　
　
　

が
た
く
さ
ん
来
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
広
報
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
69
歳
・
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
）

　
　
　

は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　
　

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活

用
し
て
、
知
林
ヶ
島
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
情
報
を
掲
載
し
、
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
課
で
は
、「
指
宿
市

観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に

あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広
報
い
ぶ
す
き
お
知
ら
せ
版
８
月

号
の
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う
の
利

　
　
　

用
客
が
増
え
る
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
考
え
て
取
り
組
ん
で
い

る
よ
う
で
す
が
、
夏
休
み
な
ど
時

期
を
決
め
て
１
人
１
回
限
り
半
額

程
度
の
補
助
が
あ
る
と
利
用
し
て

み
よ
う
か
と
思
う
人
が
増
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　

（
42
歳
・
ト
ー
マ
ス
）

　
　
　

ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う
は
、

　
　
　

８
月
10
日
に
１
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
も
利
用
者
を
は

じ
め
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う

の
利
用
客
の
促
進
を
図
る
た
め
、

現
在
、
大
隅
総
合
開
発
期
成
会
で

は
、
土
・
日
・
祝
日
限
定
で
渡
船

料
の
割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、（
有
）南
九
船
舶
山
川
営

業
所
（
☎
㉞
０
０
１
２
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

宿
市
内
に
あ
る
国
や
県
の

　
　
　

機
関
等
に
つ
い
て
掲
載
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
58
歳
・
男
性
）

　
　
　

内
に
あ
る
国
や
県
の
機
関

　
　
　

等
の
一
覧
は
、（
株
）サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
発
行
し
て
い
る
電
話

帳
「
テ
レ
パ
ル
50
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。「
テ
レ
パ
ル
50
」
に
は
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
政
情
報
な

ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
も
載

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　

年
初
の
セ
ミ
の
抜
け
殻
が

　
　
　

目
に
付
き
、
本
格
的
な
夏

の
到
来
を
感
じ
ま
し
た
。
セ
ミ
と

い
え
ば
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご

し
ま
の
駐
車
場
に
植
え
ら
れ
て
い

る
シ
マ
ト
ネ
リ
コ
の
木
に
、
ク
マ

ゼ
ミ
が
数
多
く
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
65
歳
・
男
性
）

　
　
　

ミ
は
、
オ
ス
が
鳴
い
て
メ

　
　
　

ス
を
呼
び
ま
す
。
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
で
は
朝
早
く

か
ら
多
く
の
セ
ミ
が
活
発
的
に
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

お
詫わ

び
と
訂
正

　

広
報
紙
８
月
号
25
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
「
ご
み
焼
却
施
設
へ
の
ご

み
の
搬
入
」
の
受
付
時
間
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
の
皆
さ
ん

に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
受
付
時
間

○
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

月
～
土
曜
日　

８
時
30
分
～
16

時
30
分

○
頴
娃
ご
み
処
理
施
設

月
～
土
曜
日　

８
時
30
分
～
12

時
／
13
時
～
16
時
30
分

先

フ指

知フ 市

市今

セ

律泉さんの描いた水墨画

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　種まきから収穫まで
写真入りで紹介してあ
るので初めての人でも
簡単に始められます。
プラコップでサニーレ
タスを、お茶パックで
葉ネギを育てるなど、
楽しみながら水耕栽培
で育てる方法が書かれ
ています。自宅で安心・
安全な無農薬の野菜を
育ててみませんか。

【内容】
　小学５年生の舞子は、
学校ではいじめられ、
家でもお母さんとうま
くいかない。ある日、
幽霊が出るイラズ神社
に１人行くことに。す
るとそこは、ねこまた
のおばばの世界だった。
おばばや物の怪たちに
触れ合い、舞子に変化
が訪れる―。

９月の図書館カレンダー

初めてでも簡単！
おうちでできる水耕栽培
河村毬子（著）
伊藤龍三（監修）
河出書房新社

図書館からのお知らせ
特別整理期間のお知らせ
　山川図書館では、９月11日（火）～16日（日）の
期間、蔵書点検や館内整理のため休館します。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお
願いします。
開聞支所および公民館等の検索機について
　開聞支所および校区公民館等の施設に設置し
ている検索機は、次の曜日で利用できます。
■開聞支所　月～金
　次の施設では、公民館主事が在室の時のみ利
用することができます。
■池田・今和泉校区公民館　火・水・金・土
■川尻ふれあい交流館　火～金
　検索機では本の検索や予約、貸出や返却がで
きます。本の予約や貸出には、事前に図書館利
用者カードの作成が必要です。上記４カ所の施
設で申請することができます。詳しくは担当職
員までお尋ねください。また、本の予約にはパ
スワード（数字４桁）の登録が必要です。図書
館利用者カード作成の際に登録をお願いします。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

ねこまたのおばばと
物の怪たち
香月日輪（作）
みもり（絵）
角川書店

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行
　
事
　
な
　
ど

1
土

2
日
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
の
練
習
会

3
月

4
火

5
�
動
物
愛
護
講
習
会

6
木
心
の
健
康
相
談

7
金

8
土

9
日

10
月
自
殺
予
防
週
間（
～
16
日
）

11
火

12
�
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
放
送
訓
練

13
木
人
権
相
談

14
金

15
土

16
日
い
ぶ
す
き
音
楽
祭

17
月
　
敬
老
の
日

18
火

19
�

20
木

21
金

22
土
　
秋
分
の
日

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

23
日
法
務
局
休
日
相
談
所

24
月

25
火

26
�
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日（
川
尻
区・松
原
田
）

27
木

28
金

29
土
星
空
観
察
会

親
子
自
動
車
安
全
運
転
講
習
会

30
日
十
五
夜
お
月
見
ウ
オ
ー
ク

９
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日
…えほんのひろば(指宿図書館)	 10：30～11：15
　演じ手：槌橋保育園の先生方
…わらべうたのへや（指宿図書館）	 11：15～11：45
…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40
…よるのおはなし会（指宿図書館）	 19：30～20：00
　演じ手：図書館職員
…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：15
　演じ手：図書館職員	
…ボランティアおはなし会（山川図書館）	14：00～14：30
　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜
火曜

８日

４日

14日

22日

16日

今文 濃

曜

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

夏の風物詩のセミ

多くの観光客が訪れる知林ヶ島

献本　次の方から献本がありました（敬称略）
　　　西村和人	

※９月11日（火）～16日（日）は特別整理期間のため
　山川図書館は休館します。
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男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

指
宿
地
域

中
林　

広ひ
ろ
む夢　

道　

下　

正　

樹

真
奈
美

下
窪　

伶れ
い
あ明　

宮
ヶ
浜　

博　

志

結　

佳

宮
ノ
前
太た

い
と杜　

宮
之
前　

浩　

二

孝　

子

北
岡　

煌こ
う
せ
い星

※　

久　

保　

真　

治

麻　

衣

德
田　

怜れ

ね祢　

外
城
市　
　

清　
香　

織

今
村　

志し
じ
ゅ朱　

二
月
田　

秀
一
郎

志　

織

吉
永　

碧そ

ら良
※　

二
月
田　

章　

一

麻　

矢

下
永
吉
栞か

ん
な奈　
五
郎
ヶ
岡　

功　

一

吏　

江

西
元　

仁に
い
な菜　

高
野
原　

隆　

行

菜
穂
子

湯
通
堂
心こ

こ
な菜　

湯
之
里　
　

聡　
す
み
れ

西
村　

咲さ

な那
※　

大
牟
礼
西　

隆　

仁

直　

子

野
嶽
颯そ

う
い
ち
ろ
う

一
朗　

潟　

山　

弘　

幸

智
恵
美

太
田
航こ

う
い
ち
ろ
う

一
朗　
摺
ヶ
浜
南　

英　

幸

知　

子

吉
留　

茉ま

こ子　
摺
ヶ
浜
南　

大　

喜

紘　

子

末
吉　

美み
さ
き咲　

小　

田　
　

良　
美　

帆

小
野　

眞ま
り
ん凜　

丈　

六　

俊　

昭

　

樹

尾
曲　
　

華は
な　

下　

里　

春　

孝

友　

美

吉
﨑
小こ

た
ろ
う

太
郎　

下　

里　

大　

輔

藍　

子

山
川
地
域

橋
本　

伊い
お
り織　

神
方
上　

真　

守

み
ど
り

黒
嵜
杜と

わ

か
和
香　

森
松
東　

恭　

久

千　

春

亀
割
奈な

ゆ

み
結
美
※　

小
川
西　

裕　

司

美　

幸

児
玉　

玲れ
い
と翔　

上　

出　

真　

吾

　

香

開
聞
地
域

東　
　

希み
お
ん桜　

松
原
田　

信　

也

　

愛

野
元　

来ら

む夢
※　

鎮　

守　
　

翔　
未　

来

市
外

永
野　

琴こ
と
み美　

大
阪
府

吹
田
市　

厚　

志

智　

美

山
下　

恭ゆ
き
と睦　

鹿
屋
市　

茂　

文

友　

美

永
山　

絢け
ん
と斗　

伊
佐
市　

博　

貴

充　

子

神
薗　

優ゆ
う
き來　

埼
玉
県

志
木
市　

高　

徳

孝　

子

指
宿
地
域

野　

村　

キ
ミ
エ　

89　

尾　

掛

川　

留　

ア
ヤ
子　

88　

畠
久
保

吉　

鶴　

ハ
ナ
ヱ　

97　

永　

吉

下
吹
越　
フ
イ
キ
ク　

91　
　

宮

橋　

口　

砂　

夫　

61　

岩
本
中

林　

山　

久
美
子　

69　

湊　

上

福　

永　

タ
エ
子　

96　

湊　

上

福　

留　

結　

城　

44　

柳　

田

髙　

野　

ト
キ
エ　

88　

浜　

東

永　

里　

佑　

樹　

24　

永　

吉

福　

永　

房　

子　

92　

高
野
原

大　

迫　

ヨ　

ネ　

85　

上　

東

岩　

本　
　
　

造　

90　

尾　

掛

西　

村　

茂　

人　

79　

二
月
田

田
之
上　

ヱ
ミ
子　

64　

玉　

利

松　

永　

喜
代
子　

86　

柳　

田

小
牟
礼　

ス
ミ
ヱ　

85　

迫　

北

久　

保　

祐　

介　

30　

潟　

山

原　

田　
　
　

勇　

64　

中
小
路

岩　

本　

蔦　

子　

86　

宮
之
前

井　

上　

キ　

ク　

90　

麓　

下

中　

村　

信　

美　

73　

向　

吉

坂　

下　

ユ　

キ　

93　

石　

嶺

奈　

良　

ミ　

子　

89　

田　

良

小　

園　
シ
ヲ
ミ
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池　

崎

松　

山　

シ　

ヅ　

88　
細
田
東
後

上　

谷　

ユ
キ
ヱ　

86　

石　

嶺

松　

下　

伊
㔟
吉　

78　

下　

門

西　
　
　

茂　

樹　

58　

池　

崎

久　

保　

ツ
ギ
子　

74　

岩
本
東

上　

迫　

親　

晴　

86　

仮　

屋

髙　

橋　

庄
之
助　

70　

麓　

下

前　

園　

シ
ヅ
ヱ　

94　

二
月
田

濵　

上　

英　

典　

69　

迫　

中

山
川
地
域

堂　

薗　
　
　

卓　

64　

中　

村

野　

田　
　
　

進　

70　

前
原
下

中　

島　

ヨ
シ
ヱ　

89　

中　

野

上　
　
　

ミ
ヤ
子　

81　

岩　

下

室　

屋　
　
　

柳　

98　

野　

元

中　

村　

久　

子　

77　

町
８
区

今　

村　

忠　

男　

89　

前
薗
下

濱　

田　
　
　

吉　

86　

東　

道

開
聞
地
域

井　

上　

シ
ヅ
子　

77　

中　

組

横　

山　

タ
チ
ヨ　

102　

川
尻
中

住　

吉　

ヒ
サ
エ　

89　

谷　

村

岩　

下　

軍　

治　

84　

苙　

口

吉　

田　

ヒ
サ
エ　

87　

中　

組

濵　

上　

義　

治　

83　

川
尻
東

村　

山　

ア
サ
エ　

79　

川
尻
北

市
外

中　

村　

忠　

義　

67　
鹿
児
島
市

浦　

田　

マ
ツ
ヱ　

92　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
出

時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・
開

聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
、

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

元気に生まれてきてく
れてありがとう。

吉永　碧
そ ら

良ちゃん

７
月

 31 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

優しい、元気いっぱい
の男の子になってね♪

北岡　煌
こうせい

星ちゃん
いっぱい泣いて笑って
元気に育ってね☆

西村　咲
さ な

那ちゃん

なかよし兄弟、元気いっぱい大きくなぁれ

有村　尚
しょうや

也ちゃん・勇
ゆう ま

馬ちゃん
【愛知県西尾市】

元気で優しい子に育っ
てください。

満永　千
ちはる

晴ちゃん
【鹿屋市】

　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
目

的
は
、
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に

と
っ
て
も
生
き
や
す
い
男
女
平
等

の
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

グ
ラ
フ
は
、
平
成
18
年
と
平
成

24
年
に
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
男

女
が
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る

回
答
結
果
を
比
較
し
て
示
し
た
も

の
で
す
。「
非
常
に
ま
た
は
か
な
り

平
等
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
増
え

て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
「
あ

ま
り
平
等
で
な
い
」、「
ま
っ
た
く

平
等
で
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
人

も
い
ま
す
。

　

男
女
の
平
等
感
、
不
平
等
感
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
や
考
え
方

で
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
性
別
を
理
由
に
自
由
が
奪

わ
れ
た
り
、
嫌
な
思
い
を
し
た
り

す
る
と
、
そ
こ
で
不
平
等
だ
と
感

じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

は
、
老
若
男
女
、
障
害
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り

が
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
も
っ
て

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

来翔兄と走り回って遊
ぶ日が楽しみです♥

野元　来
ら む

夢ちゃん
ねぇね達と仲良く元気
いっぱい大きくなぁれ

亀割奈
な ゆ み

結美ちゃん

「さまざまな場で男女が平等になっていると思いますか」

Ｈ18　男女共同参画社会についての市民意識調査
Ｈ24　指宿市のまちづくりアンケート

■非常にまたは
　かなり平等

■少し平等

■あまり平等で
　ない

■まったく平等
　でない

■無回答
0 20 40 60 80 100（%）10

H18家庭
生活

働く場

地域
社会

H24

H18

H24

H18

H24

30 50 70 90

40.4 27.2 18.5 6.6

54.2 18.7 12.9 3.3 10.9

32.6 27.9 20.8 3.8 14.9

40.8 20.4 14.0 2.7 22.1

29.7 35.2 21.0 4.7 9.4

44.3 23.8 14.9 2.8 14.2

7.3
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　肥後　平一郎

Doctor

　

今
年
も
７
月
10
日
か
ら
、
市
の
特

定
健
診
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
定

健
診
は
国
保
に
加
入
す
る
40
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
、
身
長
、
体
重
、
腹

囲
測
定
、
採
血
、
検
尿
、
血
圧
測
定
、

心
電
図
検
査
な
ど
で
体
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

　

す
で
に
何
ら
か
の
病
気
で
通
院
し

て
い
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関

で
、
ま
た
、
会
社
勤
め
で
社
会
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
職
場
の
定

期
健
診
で
毎
年
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
人
が
自
分

の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

各
自
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
健
康

診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
医
療
機
関
の
健
康
診
断
で
は

医
療
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

忙
し
か
っ
た
り
自
覚
症
状
が
な
か
っ

た
り
す
る
と
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た

め
だ
け
に
医
療
機
関
を
定
期
的
に
受

診
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
市
が

毎
年
行
っ
て
い
る
特
定
検
診
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
定
期
的
な

健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
に
、
よ
い
機

会
だ
と
い
え
ま
す
。
受
診
時
期
が
来

た
ら
本
人
に
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
検
査
結

果
で
は
、
個
人
の
検
査
デ
ー
タ
の
分

析
の
ほ
か
、
医
師
に
よ
る
判
定
指
導

も
行
わ
れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症

な
ど
は
、
普
段
の
生
活
習
慣
が
病
気

の
発
症
や
進
行
に
深
く
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
を
総
称
し
て
「
生

活
習
慣
病
」
と
も
い
い
ま
す
が
、
特

定
健
診
は
こ
の
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
と
予
防
が
主
な
目
的
で
す
。
初

期
段
階
で
の
生
活
習
慣
病
で
あ
れ
ば
、

食
事
に
気
を
付
け
た
り
、
適
度
な
運

動
だ
け
で
治
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
症
状
が
進
行
す
る
と
失

明
の
危
険
性
や
腎
臓
病
で
の
透
析
治

療
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
危
険

性
も
出
て
き
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の

怖
い
と
こ
ろ
は
、
か
な
り
悪
化
す
る

ま
で
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
う
点
で
す
。

　

毎
年
、
特
定
健
診
の
結
果
を
見
て

い
ま
す
が
、
病
状
が
進
行
し
て
い
る

人
が
時
々
い
ま
す
。
も
う
少
し
早
く

受
診
し
て
い
た
ら
と
思
う
と
、
や
は

り
特
定
健
診
は
毎
年
受
診
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
市
の
特
定
健
診
受

診
率
を
見
る
と
、
平
成
23
年
度
で
約

37
％
と
か
な
り
低
い
数
値
に
な
っ
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
目
標
値
と

し
て
掲
げ
る
受
診
率
65
％
に
遠
く
及

ば
な
い
結
果
で
す
。

　

な
お
、
通
院
を
し
て
い
る
人
は
、

医
療
機
関
に
情
報
提
供
の
意
思
表
示

を
す
る
こ
と
で
受
診
者
と
み
な
さ
れ
、

受
診
率
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
受
診

率
が
上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
、
指
宿

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
将
来
の
医
療
費
削
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

40
歳
を
過
ぎ
た
ら
体
の
チ
ェ
ッ
ク

を
始
め
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
人

生
の
後
半
を
健
や
か
に
楽
し
く
過
ご

す
た
め
に
特
定
健
診
を
利
用
し
て
、

年
に
１
度
は
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

し
ま
し
ょ
う
。

特定健診による生活習慣病の
早期発見と予防
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